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は じ め に 

 

 

札幌市では、札幌市教育振興基本計画において「学ぶ力」の育成を重要項目の一つとし

て位置付け、「分かる・できる・楽しい授業」づくりに向けた取組の充実に努めてきてお

ります。 

その取組の一環として、学習の実現状況を把握した上で、課題や改善の方向を明らかに

するとともに、教育施策等の改善に活用することを目的に、本年２月、小学校第５学年及

び中学校第２学年の児童生徒を対象に「札幌市学習実現状況調査」を実施しました。この

たび、実施教科等（小学校社会、中学校社会及び英語、学習意識）に係る結果の分析を行

うとともに、平成23年度等における調査結果との経年比較を行うなどし、それらによって

明らかとなった課題や改善の方向を実施報告書としてとりまとめました。 

今回の調査においては、「積極的に話そうとする意欲」や「複数の資料から必要な情報

を読み取ること」「意味理解を伴った知識・技能の習得」「家庭での学習習慣の定着」な

どの課題が明らかとなっております。 

各学校においては、「学ぶ意欲」や、「基礎的・基本的な知識及び技能」、それらを活

用した「思考力・判断力・表現力」等をバランスよく育むため、本実施報告書と併せて、

昨年度各学校に配付した「小学校教育課程編成の手引」、今後、配布する「中学校教育課

程編成の手引」を積極的に活用しながら、自校の「学ぶ力」育成プログラムに基づく指導

方法等の工夫・改善の取組を、より一層充実するようお願いします。 

 

 

 

札幌市教育委員会 

 教育長  長 岡 豊 彦 
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Ⅰ 調査の概要                          

 １ 目的 

札幌市の教育課程の実施状況について、学習指導要領における各教科の目標や内容に照らした学習

状況を把握し、指導上の課題等を明らかにした上で、今後の教育課程の編成や指導の改善に資する。 

 

 ２ 対象及び教科 

  ・小学校第５学年 社会・調査対象教科に関する学習意識調査・学習についてのアンケート 

  ・中学校第２学年 英語・社会・調査対象教科に関する学習意識調査・学習についてのアンケート 

  

 ３ 実施日程 

  平成２７年２月２４日 

 

４ 受検人数等 

  社会 英語 
学習について 

のアンケート 

小学校第５学年 1074 人 － 1075 人 

中学校第２学年 1065 人 1065 人 1064 人 

     ※調査対象は、各学年在籍児童生徒数の約７％ 

対象学校及び学級については無作為抽出 

 

５ 用語の説明 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用   語 説     明 

設定通過率 

設定通過率は、各設問においてあらかじめ設定された、学年として期

待される通過率（正答率）を領域や観点などの項目ごとに括って平均し

たものである。 

札幌市の通過率 
札幌市の通過率は、各設問における本市児童生徒の通過率（正答率）

を領域や観点の項目ごとに括って平均したものである。 
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※Ａ－Ｄ層差…児童生徒を正答数の大きい順に整列し、人数比率により 25％刻みで４つの層（Ａ～Ｄ）に分けたとき、

Ａの層の肯定的意見の割合とＤの層の肯定的意見の割合の差 

Ⅱ 結果の全体概要 

 

 

１ 教科に関する調査結果の全体概要 

■小学校社会においては、「観察・資料活用の技能」の観点で設定通過率とほぼ

同程度である(-1.8ポイント)が、「社会的な思考・判断・表現」「社会的事象につ

いての知識・理解」の観点で、設定通過率を下回っている。(順に、-4.9ポイント、

-10.6ポイント) 

 

■中学校社会においては、「社会的な思考・判断・表現」「観察・資料活用の技

能」「社会的事象についての知識・理解」の全ての観点で設定通過率とほぼ同

程度である。(順に、-0.5ポイント、-0.3ポイント、+0.9ポイント) 

 

■中学校英語においては、「理解する力」「言語や文化の知識・理解」の観点で

設定通過率とほぼ同程度である(順に、+2.0ポイント、+1.4ポイント)が、「表現する力」

の観点で、設定通過率を上回っている。(+3.8ポイント) 

２ 学習意識調査及び学習についてのアンケートの結果の全体概要 

◎「学ぶ方法」の中でも、教科学力との関係が大きい項目 

□小中学校共通 

「調べて分かったことをもとに、考えをまとめることができる」 

「授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく、その理由や考え方も一緒に理

解しようとしている」 

「意見を書くときには、その理由をはっきりさせて書くようにしている」 

□小学校 

「調べたことを、パソコンを使ってまとめたり、発表したりすることができる」 

「授業中、自分の意見を進んで発言している」 

□中学校 

「わからないことはそのままにせず、わかるまで努力している」 

 

【小学校】 

 

社会における教科全体の通過率は設

定通過率を下回っている。(-6.9ポイント) 

【中学校】 

社会における教科全体の通過率は設定

通過率とほぼ同程度である。(+0.2ポイント) 

英語における教科全体の通過率は設定

通過率とほぼ同程度である。(+2.1ポイント) 
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Ⅲ 課題と改善の方向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

今回の調査における課題 改善の方向 

○用語・語句の意味に留意して、長期的に繰り

返し指導し、子ども一人一人に基本的な知

識・理解を確実に定着させる指導の充実 
 

○地図や写真を活用し、知識を用語としてだけ

ではなく、関連する事柄と結び付けてとら

え、意味を理解させる指導の充実 
 

○複数の資料から読み取った情報を結び付け

ながら、話合いを通じて問題解決を図る活動

の充実 
 

○資料を読み取って、自分の考えをまとめた

り、調べたことを分かりやすくまとめたりす

るなど、表現を工夫する活動の充実 

●基本的な知識・理解を子ども一人
一人に、確実に定着させること 

 
●社会的事象について、知識を用語
として覚えるだけではなく、関連
する理由や背景と結び付けて理
解すること 

 
●複数の資料やグラフを結び付け
て、必要な情報を読み取る力を付
けること 

 
●社会的事象について、調べたこと
や考えたことをまとめ、的確に表
現する力を付けること 

小

学

校 

社

会 

１ 今回の調査における課題及び改善の方向 

●まとまりのある英文を読んで、内
容を正確に理解すること 

 
●文のつながりを意識し、場面にふ
さわしい英語表現を考えること 

○説明文や物語など、まとまりのある英文を読

んで、キーワードを意識するなどして、情報

を整理しながら、文章のあらすじや内容を正

確に読み取ることを促す指導の充実 

○聞いたり、読んだりしたことを基に、場面の

状況をとらえ、既習事項から場面に合った英

語表現を考え、それらを活用して英語で表現

する活動の充実 

社

会 

英

語 

中

学

校 

○複数の資料から必要な情報を見付け出し、そ

こから分かることを読み取る活動の充実 
 

○各地域の特色について、事象間の関連を説明

するために必要な知識を、振り返りの活動を

通して確実に定着させる指導の充実 
 

○各地域の特色について、事象間の関連を追究

したり、説明したりするなどの学習を通して、

地理的な見方や考え方を養う指導の充実 
 

○各時代の文化の特色について、政治の特色や

外国とのかかわりなどと関連付けて考えさせ

る指導の充実 
 

○歴史的事象について、既習事項の理解を基に

して思考を深めたり、複数の資料やグラフか

ら読み取れることを関連付けて考察し、与え

られた条件の中で表現したりする活動の充実 

●複数の資料から必要な情報を読
み取る力 

 
●日本の諸地域について、それぞれ
の地域的特色を理解すること 

 
●日本の諸地域について、それぞれ
の地域的特色を動態的に考察す
る力を付けること 

 
●各時代の特色について、文化の面
から理解すること 

 
●歴史的事象の背景や理由につい
て理解すること 
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２ 学習指導等の改善について 

子どもたちに、自ら課題を見付け、自ら学び、自ら問題を解決する資質や能力等の「学ぶ力」を育

むとともに、好ましい学習習慣を身に付けるために、各学校においては次のような観点から指導方法

等についての工夫改善を行うことが考えられる。 

 

(1) 「学ぶ力」育成プログラムの改善 

札幌市では、平成26年度から、各学校において「学ぶ力」育成プログラム（以下、「プログラム」）を作

成・実行している。 

このプログラムは、各学校が各種調査等も活用しながら、自校の「学ぶ力」に関する課題や改善の重点、改善

策を具体的に示しているものであるが、今後、今回調査で明らかとなった課題等を踏まえ、改めて、学習習慣の

確立も含めて「学ぶ意欲」の向上を図る観点、意味理解を伴った習得を重視した「基礎的・基本的な知識及び技

能」の定着、身に付けたことを自ら活用して課題探究することができるような「思考力・判断力・表現力等」の

学力の３要素を、これまで以上にバランスよく育むために、プログラムの見直し、改善を図ることが重要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「学ぶ力」育成プログラムの効果的な活用に向けて 

「学ぶ力」育成プログラムを一層効果的に活用して、指導方法等の工夫改善を図っていくためには、

以下のような観点から校内での取組を活性化していくことが考えられる。 

 

【「学ぶ力」育成に向けた実践のポイント】（平成26年度の「学ぶ力」の育成に係る札幌市研究開発事業の実践研究から） 

目標の 

共 有 

・どのような力を重点的に伸ばしたいのかを、学校全体が共有することで、学年間や教科間で一貫した

指導を進める。 

・重点を決めることで、取組も焦点化することができる。 

取組の 

共 有 

・学年、教科の特性を踏まえつつ、学校全体で共通して取り組むことを決め、共有する。 

・学年間、教科間で、また、学校と保護者が、取り組み方を共有することで、円滑な取組につながる。 

情報の 

共 有 

・よい取組について積極的に情報共有しながら、取組の質を向上させていく。 

・子どもの「伸び」について、具体的な情報を関係者が共有することで、教員も、保護者も、子ども自

身も自己肯定感が高まり、新たな意欲につながる。 

 

(3) 取組に当たって 

ア 「課題探究的な学習」の充実を図ること 

・「思考力・判断力・表現力等」や「主体的に学習に取り組む態度」の育成に向けては、子ども

が疑問をもち、課題を見付けて、主体的に解決するような「課題探究的な学習」を単元や題材

の中に適宜取り入れるなどの工夫が求められる。 

 イ 「基礎的・基本的な知識及び技能」の確実な習得に向けた指導方法等の工夫改善を図ること 

・学校や児童生徒の実態に応じ、個別指導やグループ別指導、繰り返しの指導、学習内容の習熟

の程度に応じた指導、児童の興味・関心等に応じた課題学習や補充的・発展的な学習活動を取

り入れた指導、教師間の協力的な指導など、指導方法や指導体制の工夫改善を図る。 

 

【参考】小学校－「札幌市小学校 教育課程編成の手引」（平成27年２月発行） 

中学校－「札幌市中学校 教育課程編成の手引」（平成28年２月発行予定） 

 

 

○「学ぶ意欲」、「基礎的・基本的な知識及び技能」、「思考力・判断力・表現力等」を、これま

で以上にバランスよく育むことが必要 

○各学校において、この３要素から児童生徒の学習状況等を丁寧に把握し、「学ぶ力」育成プ

ログラムの見直し、改善を図ることが重要 
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 ウ ＰＤＣＡサイクルによるカリキュラム・マネジメントを充実すること 

教育課程の充実・改善を図る上で、以下のような具体的な方策を活用する。 

・「札幌市全体の共通指標」（20項目の学習などについてのアンケート）の結果について経年分析する。 

・全国学力・学習状況調査の自校の結果を分析し、改善策をプログラムに位置付ける。 

・問題データベース等のデジタル教材を授業や家庭学習で積極的に活用し、個に応じた指導を充実する。 

＊特に、授業に関する宿題を出すことだけでなく、学校として、子どもや保護者に対し、家庭学習の意

義を説明するとともに、家庭学習の方法や、それに関わる情報等を積極的に提供するなど、家庭での

学習習慣づくりを促していくことも大切である。家庭学習の実績を記録化する「学習記録」や教師に

よるノートへのコメントを積極的に書き込むなど、様々な取組が考えられる。 

・コンピュータや実物投影機などのＩＣＴ機器を活用し、必要とする情報を児童生徒自らが取捨

選択したり、様々な観点から比較・分析したりして、資料から分かることを読み取って話し合

い、まとめさせるなどの学習活動を取り入れた指導の充実を図る。 

【参考】「札幌市立学校ネットワーク」上の教育コンテンツ（http://www2.sapporo-c.ed.jp/） 

・朝の時間や放課後の時間などを、習熟の時間や、読書活動等に有効に活用し、子どもたちに学習習慣を

身に付けさせていくことが考えられる。 

〈例〉 

・日課表（生活表）づくり   ・漢字、計算ドリル   ・調査、観察   ・読書 

・日記（中学校においては、英語を活用することも考えられる） など 

http://www2.sapporo-c.ed.jp/
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Ⅳ 教科別の課題と分析概要 

 

１ 小学校第５学年（社会） 

（１）全体概要 

■通過率と設定通過率との比較（社会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全体概要（社会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【通過率】 

・教科全体で見ると、設定通過率が69.9％であるのに対して、札幌市の通過率は63.0％であり、設定通過率 

に比べ、下回っている。（－6.9 ポイント） 

・基礎と応用で見ると、「基礎」「応用」ともに設定通過率を下回っている。 

・観点別に見ると、すべての観点において設定通過率を下回っているが、特に「社会的事象の知識・理解」に

おいて設定通過率との差が大きい状況となっている。 

・単元別に見ると、すべての領域において設定通過率を下回っているが、特に、「日本の国土のようす（地

形）」、「日本の水産業」において設定通過率との差が大きい状況となっている。 
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■通過率と設定通過率との比較（設定通過率を100とした場合）
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（２）社会 

■通過率と設定通過率との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問別通過率 

□ わたしたちの国土と世界の国々に関する設問 

□ 日本の国土のようす（地形・気候）に関する設問 

【大問１】 大問 1 は、上記の単元の内容について、小問集合の形式で問う設問となっており、4

つの小問により構成されている。 

（１）「緯度 0度の緯線の名称」の通過率は 51.9％で、設定通過率を 16.8 ポイント下回っている。 

 （２）「夏から秋にかけて被害をもたらす自然災害」の通過率は 91.1％で、設定通過率を 4.2 ポイ 

ント下回っている。 

【経年比較】 

■札幌市の通過率と設定通過率との差異 

・教科全体における設定通過率との差は、平成 23年度と比べ、下回っている。（－6.7 ポイント） 

・観点別に見ると、いずれの観点も、平成 23 年度と比べ、設定通過率を下回る割合が大きくなっているが、

特に、「社会的事象についての知識・理解」においては、設定通過率との差が 10.4 ポイントと大きい状況で

ある。 

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

教科合計 74.1 75.3 -1.2 76.0 75.3 0.7 66.0 66.2 -0.2 63.0 69.9 -6.9

基礎 76.3 77.4 -1.1 78.1 77.4 0.7 67.8 69.0 -1.2 64.8 72.0 -7.2

応用 68.9 70.4 -1.5 71.0 70.4 0.6 62.5 60.6 1.9 55.1 60.9 -5.8

社会的な思考・判断・表現 72.7 73.8 -1.1 74.5 73.8 0.7 66.1 64.6 1.5 54.5 59.4 -4.9

観察・資料活用の技能 73.7 73.9 -0.2 74.5 73.9 0.5 66.7 65.6 1.1 74.4 76.2 -1.8

社会的事象についての知識・理解 74.4 75.8 -1.4 76.5 75.8 0.7 65.5 65.7 -0.2 62.2 72.8 -10.6

平成17年度 平成20年度 平成23年度

項目

観
点

平成26年度

領域

大問

社
会
的
な
思
考
・

判
断
・
表
現

観
察
・
資
料
活
用

の
技
能

社
会
的
事
象
の
知

識
・
理
解

地
理

わ
た
し
た
ち
の
国

土
と
世
界
の
国
々

日
本
の
国
土
の
よ

う
す

（
地
形

）

日
本
の
国
土
の
よ

う
す

（
気
候

）

米
づ
く
り
と
日
本

の
農
業

日
本
の
水
産
業

食
料
生
産
と
わ
た

し
た
ち

活
用

1 1 緯度０度の緯線の名称を問う問題 基礎 短答式 51.9 68.7 ● ■ ◆

1 2 夏から秋にかけて被害をもたらす自然災害を問う問題 基礎 選択式 91.1 95.3 ● ■ ◆

1 3 日本の川の特徴を問う問題 基礎 選択式 30.4 72.6 ● ■ ◆

1 4 日本の南のはしの島を問う問題 基礎 選択式 49.0 69.5 ● ■ ◆

2 1 大陸の名称を問う問題 基礎 選択式 75.0 86.6 ● ■ ◆

2 2 国旗の示す国を問う問題 基礎 選択式 64.8 76.2 ● ■ ◆

2 3 東シナ海の位置を問う問題 基礎 選択式 33.7 40.3 ● ■ ◆

2 4 日本の領土問題を問う問題 基礎 短答式 64.5 42.9 ● ■ ◆

2 5 冬の季節風の風向きと選んだ理由を問う問題 応用 選択式 46.7 49.6 ● ■ ◆

3 1 ア 田おこしに使われる農業機械を問う問題 基礎 選択式 86.6 90.7 ● ■ ◆

3 1 イ 米づくりカレンダーの工程として正しいものを問う問題 基礎 選択式 55.7 64.0 ● ■ ◆

3 2 米の品種改良の目的について問う問題 基礎 選択式 76.8 77.8 ● ■ ◆

3 3 米の生産量と作付面積の地図を読み取る問題 基礎 選択式 86.7 87.5 ● ■ ◆

3 4 グラフから米の政策を考える問題 基礎 選択式 54.2 55.5 ● ■ ◆

4 1 ア 漁業の種類を問う問題 基礎 短答式 27.7 45.7 ● ■ ◆

4 1 イ 制限された水域の範囲を問う問題 基礎 選択式 68.2 86.7 ● ■ ◆

4 2 魚介類の漁獲量・消費量・輸入量を読み取る問題 基礎 選択式 65.2 69.7 ● ■ ◆

4 3 栽培漁業の内容を問う問題 応用 記述式 64.3 78.2 ● ■ ◆

4 4 漁業がかかえる課題を問う問題 基礎 選択式 88.8 87.9 ● ■ ◆

5 1 日本の食料自給率のグラフを読み取る問題 基礎 選択式 75.4 73.2 ● ■ ◆

5 2 おもな国の食料自給率のグラフを読み取る問題 基礎 選択式 71.8 76.1 ● ■ ◆

5 3 地産地消の利点を問う問題 基礎 選択式 54.9 53.5 ● ■ ◆

5 4 安全な食料を確保するための方法について考える問題 基礎 選択式 89.1 87.4 ● ■ ◆

5 5 かぼちゃの国内生産量と輸入量の関係を読み取る問題 応用 選択式 58.7 62.2 ● ■ ◆

5 6 ア なすの入荷量と平均価格の関係を問う問題 応用 選択式 54.4 64.2 ● ■ ◆

5 6 イ 食料生産と交通網の発達の関係について問う問題 応用 記述式 51.5 51.4 ● ■ ◆

札
幌
市
の
通
過
率

（
平
均

）

設
定
通
過
率

観　点 単　元

小問

設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式
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  （３）「日本の川の特徴」の通過率は 30.4％で、設定通過率を 42.2 ポイント下回っている。 

  （４）「日本の南のはしの島」の通過率は 49.0％で、設定通過率を 20.5 ポイント下回っている。 

【大問２】 大問２は、わたしたちの国土と世界の国々について、地図や国旗を読み取りながら解 

く、「社会的事象の知識・理解」の観点を中心とした設問となっており、５つの小問により 

構成されている。 

  （１）「大陸の名称」の通過率は 75.0％で、設定通過率を 11.6 ポイント下回っている。 

（２）「国旗の示す国」の通過率は 64.8％で、設定通過率を 11.4 ポイント下回っている。 

（３）「東シナ海の位置」の通過率は 33.7％で、設定通過率を 6.6 ポイント下回っている。 

（４）「日本の領土問題」の通過率は 64.5％で、設定通過率を 21.6 ポイント上回っている。 

（５）「冬の季節風の風向きと選んだ理由」の通過率は 46.7％で、設定通過率を 2.9 ポイント下回

っている。 

  日本の主な国の位置関係の把握及び、日本の地形や海流の理解に関する問題において、日本の領土 

 問題（北方領土）を除き、すべての問題で、設定通過率を下回る結果となっていることから、社会的 

 事象に関する基礎的な知識の定着について課題がある。日常の授業の中で、積極的に地図帳や地球儀 

 を活用したり、用語・語句の意味に留意して繰り返し指導したりするなど、基礎的な知識について、 

 確実に定着できるよう、長期的に繰り返し指導していくことが必要である。 

  

□ 米づくりと日本の農業に関する設問 

【大問３】 大問 3は、米づくりと日本の農業について、カレンダーや資料を読み取りながら解く、

「社会的な思考・判断・表現」の観点の内容も含めた設問となっており、5 つの小問に

より構成されている。 

  （１）ア「田おこしに使われる農業機械」の通過率は 86.6％で、設定通過率を 4.1 ポイント下回っ

ている。 

  （１）イ「米づくりカレンダーの工程として正しいもの」の通過率は 55.7％で、設定通過率を 8.3

ポイント下回っている。 

（２）「米の品種改良の目的」の通過率は 76.8％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（３）「米の生産量と作付面積の地図」の通過率は 86.7％で、設定通過率とほぼ同程度となってい

る。 

（４）「グラフから米の政策を考える」の通過率は 54.2％で、設定通過率とほぼ同程度となってい

る。 

  日本の米づくりと農業の理解に関する問題において、資料を読み取って当てはまるものを選択する 

問題は、設定通過率とほぼ同程度となっていることから、資料から必要な情報を読み取る力について、 

一定程度、定着していると考えられる。反面、田おこしで使われる農業機械や米作りの順序について 

の知識を問う問題において、設定通過率を下回る結果となっていることから、基本的な知識について 

確実に定着できるよう、社会的事象を関連する理由や背景と合わせて指導することが必要である。 

 

□ 日本の水産業に関する設問 

【大問４】 大問 4 は、日本の水産業について、グラフを読み取りながら解く、「観察・資料活用

の技能」の観点を中心とした設問となっており、5つの小問により構成されている。 

（１）ア「漁業の種類」の通過率は 27.7％で、設定通過率を 18ポイント下回っている。 

（１）イ「制限された水域の範囲」の通過率は 68.2％で、設定通過率を 18.5 ポイント下回ってい 

る。 
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（２）「魚介類の漁獲量・消費量・輸入量」の通過率は 65.2％で、設定通過率を 4.5 ポイント下回

っている。 

（３）「栽培漁業の内容」の通過率は 64.3％で、設定通過率を 13.9 ポイント下回っている。 

（４）「漁業がかかえる課題」の通過率は 88.8％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

日本の水産業に関する問題において、グラフの推移から分かることを読み取る問題は、設定通過率

とほぼ同程度となっていることから、資料を読み取る基本的な技能については、一定程度、定着して

いると考えられる。反面、漁業の種類や制限された水域の範囲の名称など、基本的な知識を問う問題

において、設定通過率を下回る結果となっていることから、基本的な知識について、確実に定着でき

るよう、社会的事象を関連する理由や背景と合わせて指導することが必要である。また、栽培漁業の

内容について記述する問題において、設定通過率を下回る結果となっていることから、用語を単に知

識として覚えるだけでなく、意味を理解したり、子どもが説明したりすることができるように指導し

ていくことが必要である。 

 

□ 食料生産とわたしたちに関する設問 

□ 活用に関する設問 

【大問５】 大問５は、食料生産とわたしたちについて、グラフを読み取りながら解く、「社会的

な思考・判断・表現」の観点も含めた設問となっており、７つの小問により構成されて

いる。最終２小問では、追加の初見の資料を読み取って、思考・判断する活用力をはか

る問題を設定している。 

（１）「日本の食料自給率」の通過率は 75.4％で、設定通過率を 2.2 ポイント上回っている。 

（２）「おもな国の食料自給率」の通過率は 71.8％で、設定通過率を 4.3 ポイント下回っている。 

（３）「地産地消の利点」の通過率は 54.9％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（４）「安全な食料を確保するための方法」の通過率は 89.1％で、設定通過率とほぼ同程度となっ

ている。 

（５）「かぼちゃの国内生産量と輸入量の関係」の通過率は 58.7％で、設定通過率を 3.5 ポイント

下回っている。 

（６）ア「なすの入荷量と平均価格の関係」の通過率は 54.4％で、設定通過率を 9.8 ポイント下回

っている。 

（６）イ「食料生産と交通網の発達の関係」の通過率は 51.5％で、設定通過率とほぼ同程度となっ

ている。 

食料生産に関する問題において、資料を読み取って当てはまるものを選択する問題は、設定通過率

とほぼ同程度となっていることから、資料から必要な情報を読み取る力について、一定程度、定着し

ていると考えられる。反面、グラフの変化や特色を読み取り、資料を説明した文章と結び付ける問題

は、設定通過率を下回る結果となっていることから、資料を様々な観点から見て、分かることを読み

取り、自分の言葉で詳しく記述するなど、指導の工夫が必要である。 

活用に関する問題において、複数の資料を結び付けて必要な情報を読み取る力について、設定通過

率を下回る結果となっていることから、今まで学習してきたことの理解をもとにして思考を深めたり、

複数の資料やグラフから読み取れることを結び付けて、与えられた条件の中で表現したりする力を身

に付けさせるとともに、資料から読み取ったことをもとに、社会的事象の意味について話し合うなど

の指導の充実が求められる。 
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■社会学習に関する意識結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童生徒を正答数の大きい順に整列し、人数比率により 25％刻みで４つの層（Ａ～Ｄ）に分けて傾

向を分析（上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層の順）した。「学力層別 肯定群回答割合」は、各層

において肯定的に回答した児童生徒の割合。ここでは、「Ａ層とＤ層の差」が大きかった質問を抽

出して掲載。 

 

 

 

 

 

 

＜全体について＞ 

○ 平成 23 年度に比べて、３つの質問について肯定的な回答をした児童の割合が増加したものの、４

つの質問について否定的な回答をした児童の割合が増加している。 

○ 成績上位層（Ａ層）と下位層（Ｄ層）との差が大きかった質問は、「社会の学習内容でわからない

ことや疑問を持ったことについて、自分から調べるようにしている」「社会の学習をして、ニュー

スや新聞に出てくる出来事に興味をもっている」であった。自分で調べる力や意欲があることや、

普段から身の回りの社会的事象に対する興味・関心が、教科学力と関わりが大きいと推察できる。 

 

＜設問別分析＞ 

○「日本のいろいろな町や場所のことをもっと知りたいと思う」という質問では、肯定的な回答が

75.9％であった。 

○「社会の学習で疑問をもったことについて、自分から調べるようにしている」という質問では、肯

定的な回答が、56.9％であった。今後も、主体的に調べる態度を育成したい。 

年度
とても

あてはまる
やや

あてはまる

あまり
あてはまら
ない

まったく
あてはまら
ない

平成17年度 33.0 36.4 22.3 8.1

平成20年度 26.5 46.1 22.5 4.7

平成23年度 30.5 46.2 17.2 5.1

平成26年度 31.4 44.5 17.9 5.7

平成17年度 9.6 32.9 45.6 11.8

平成20年度 9.7 35.0 45.2 9.9

平成23年度 11.5 39.4 39.0 9.1

平成26年度 13.0 43.9 34.4 8.1

平成17年度 34.0 44.3 17.4 4.1

平成20年度 41.1 40.0 15.4 3.3

平成23年度 45.0 39.9 11.4 2.9

平成26年度 47.1 38.7 10.6 3.0

平成17年度 19.2 33.3 33.0 14.0

平成20年度 22.8 33.1 31.4 12.5

平成23年度 22.2 36.1 30.8 10.0

平成26年度 20.5 37.2 30.7 11.0

平成17年度 31.9 28.2 26.3 13.3

平成20年度 27.1 28.7 30.3 13.7

平成23年度 23.0 32.6 29.9 13.6

平成26年度 26.7 30.0 28.9 13.8

平成17年度 40.0 33.4 19.0 7.3

平成20年度 43.9 32.7 14.7 8.6

平成23年度 44.8 35.4 12.7 6.1

平成26年度 46.0 33.2 13.9 6.2

平成17年度 14.6 37.8 35.1 12.1

平成20年度 24.0 37.4 28.6 9.8

平成23年度 20.0 42.8 26.1 10.0

平成26年度 16.4 37.5 33.5 11.9

ニュースや新聞に出てくるできごとに興味を持っている。

地域や国土の自然を守るために，自分にできることを見つけて実
行している。

日本のいろいろな町や場所のことをもっと知りたいと思う。

社会の学習で疑問を持ったことについて，自分から調べるようにし
ている。

地域や国土のよさを大切にしようと思う。

社会の学習で新しく地名が出てきたら，地図で確認するようにして
いる。

図書館やコンピュータなどを利用して，資料を集め活用している。

よく やや あまり まったく
その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

2
社会の学習内容でわからないことや疑
問を持ったことについて、自分から調べ
るようにしている。

57.3 13.0 43.9 34.4 8.1 0.6 71.7 63.7 52.8 40.8 30.9

6
社会の学習をして、ニュースや新聞に
出てくるできごとに興味を持つように
なった。

79.8 46.0 33.2 13.9 6.2 0.7 89.6 83.1 79.0 67.0 22.6

質問
番号

質問内容
肯定群
回答割合
（％）

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）



 - 11 - 

 ○「地域や国土のよさを大切にしようと思う」という質問では、肯定的な回答が、85.8％であった。

平成 23 年度に比べ、大きく伸びており、今後も、地域や国土を大切にする態度を育てたい。 

 ○「社会の学習で新しく地名が出てきたら、地図で確認するようにしている」という質問では肯定的

な回答が、57.7％であった。日常の授業において、地図を活用する習慣を定着させたい。 

 ○「図書館やコンピュータなどを利用して、資料を集め活用している」という質問では、肯定的な回

答が、56.7％であった。 

 ○「ニュースや新聞に出てくる『出来事』に興味をもっている」という質問では、肯定的な回答が、

79.2％であった。今後も、世の中の出来事についての興味・関心を引き出したい。 

 ○「地域や国土の自然を守るために、自分にできることを見つけて実行している」という質問では、

肯定的な回答が、53.9％であった。前回より大幅に下回っている。自分たちも社会を構成する一員

であることやよりよい社会づくりに主体的に参画しようとする意識を育てていきたい。 
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（３）学習についてのアンケート（小５） 

①質問別 肯定的回答割合（％）  

肯定的回答割合は、選択肢 1と 2を選択した児童の割合を表示しています。 

質問中、Ａ－Ｄ層差の大きい順に上位 10 問をピックアップしています。 

 

②カテゴリーごとの平均スコア 
各質問の回答を「とても：３、まあ：２、あまり：１、まったく：０」として数値化し、ある質問に全員が「とても」と回答した場

合に平均スコアが 100、全員が「まったく」と回答した場合に平均スコアが 0になるように集計の上、カテゴリーごとに平均スコアを

出しています。 

 

  

A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学習方略

算数

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学習方略

社会

社会的実践力

社会参画力

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

社会的実践力

豊かな心

26.0 9

76.4 65.7 58.4 25.6 1052 自分と違う意見も尊重している。 71.1 84.0

89.2 78.7 75.5 63.2

67.4 57.6 50.2 26.8 8

3 本や新聞を読んでいる。 76.5

48
社会で問題になっていることについて，どうすればよいか，考えた
ことがある。 63.0 77.0

83.3 79.4 65.1 55.2 28.1 7

74.9 59.9 50.9 28.7 6

90 社会の授業で，調べたことを，新聞形式でまとめたことがある。 70.7

31
授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく，その理由や考え
方も一緒に理解しようとしている。 66.3 79.6

79.9 71.2 54.1 50.8 29.1 5

60.3 45.7 38.0 29.3 4

44 筋道を立てて，ものごとを考えることができる。 64.0

60.2 49.8 33.1 3

45 自分の意見や考えを相手にわかりやすく伝えることができる。 52.8 67.3

37.5 38.3 2

43 調べてわかったことをもとに，考えをまとめることができる。 66.0 82.9 71.2

38.6 1

46
調べたことを，パソコンを使ってまとめたり，発表したりすることが
できる。

57.7 75.8 65.5 52.0

札幌市学力層別

86
数学（算数）の授業で，文章や式，図や表などを組み合わせて自
分の考えを説明したことがある。 66.3 86.6 73.4 57.6 48.0

質

問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　

　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌

市

A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

67.2 71.5 69.7 66.2 61.5 10.0

65.0 73.2 68.1 62.1 56.6 16.6

67.3 66.8 70.5 67.0 64.9 1.9

70.8 75.7 74.0 69.4 64.2 11.5家庭学習力

学級力

社会的実践力

カテゴリー

札

幌

市

札幌市学力層別

学びの基礎力

○教科学力との相関の高い質問項目について 

・学習意識と教科学力との相関を見ると、「算数の授業で、文章や式、図や表などを組み合わせて自分の考

えを説明したことがある。」、「調べたことを、パソコンを使ってまとめたり、発表したりすることができ

る。」、「調べて分かったことをもとに、考えをまとめることができる。」の質問に肯定的に回答している

ことと、教科学力に高い相関が見られた。 

・また、カテゴリー別に見ると、質問 44～46、48 などの「社会的実践力」において、高い相関が見られた。

問題や課題を発見し、主体的に解決していく態度などの「社会的実践力」を育む指導方法等の工夫改善

が求められる。 

※本調査では、以下のような意味で質問項目を分類している。 

・「学びの基礎力」…豊かな基礎体験、学びに向かう力など ・「社会的実践力」…問題解決力、自己成長力など 

・「学級力」…………対話力、支え合う力など       ・「家庭学習力」……家庭学習の環境や習慣について 
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③学習についてのアンケート結果一覧（小５） 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ
層

の
差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

学びに向かう力

感じ取る力

学びの基礎力

学びに向かう力

感じ取る力

学びの基礎力

学びに向かう力

感じ取る力

学びの基礎力

学びに向かう力

学習動機

学びの基礎力

学びに向かう力

学習動機

学びの基礎力

学びに向かう力

学習動機

学びの基礎力

学びに向かう力

自己責任

学びの基礎力

学びに向かう力

自己有能感

7089.1 88.8 83.625
努力をすれば、自分もたいていのことは

できると思う。 87.8 89.6 6.0

7788.4 83.6 79.2

24
同じ間違いをしないように気をつけてい

る。 84.9 88.5

23 学校に行くのが楽しい。 83.7 84.0

8.6 6286.5 85.1 79.9

4.8

4494.0 89.6 79.2

22
学習して、わかったりできたりすることが

増えるのは、うれしい。 89.7 91.4

21
学習して身につけた知識は、いずれ仕

事や生活の中で役に立つと思う。 89.3 94.4

5.5 7391.0 90.3 85.9

15.2

2769.3 65.8 56.5

20
学習していて、おもしろい、楽しいと思う

ことがある。 81.0 87.0

19
本やドラマなどを見て、人の生き方に感

動することがある。 66.9 76.1

16.0 4286.1 79.9 71.0

19.6

6080.9 80.3 73.2

18
ふだんから「不思議だな」「なぜだろう」

と感じることがある。 78.3 87.4

17
食器の後かたづけなど、自分のことは

自分でしている。 79.3 82.9

20.9 2282.8 76.6 66.5

9.7

3759.9 52.4 42.8

16
家の人からたよりにされて、何かの役割

をまかされている。 66.0 70.6

15 夜は決まった時間にねている。 53.9 60.2

8.1 6465.2 65.8 62.5

17.4

5295.1 93.3 85.5

14 朝、起こされなくても自分で起きている。 68.4 67.3

13 朝食は毎日食べている。 92.9 97.8

5.2 7473.4 71.0 62.1

12.3

4759.2 59.9 53.9

12
新聞に書かれていることについて家の

人と話をする。 38.5 48.3

11
将来の夢やこれからの進路について家

の人と話をする。 60.4 68.4

23.8 1546.1 35.3 24.5

14.5

6778.7 76.2 72.9

10
勉強やスポーツのことで、家の人が応

えんしてくれる。 82.7 87.4

9
今まで教えてもらった学校の先生は、自

分のことを認めてくれていたと思う。 76.7 79.6

10.9 5686.5 80.3 76.5

6.7

3579.0 71.7 68.4

8
家の人は自分のことを気にかけてくれて

いると思う 91.8 93.7

7
ケータイやスマートフォンで電話やメー

ルをするときは、家の人と時間を決めて

いる。
76.2 85.9

4.5 7893.3 91.1 89.2

17.5

4852.8 43.1 36.4

6
ゲーム機やケータイ、スマートフォンで

ゲームをするときは、家の人と時間につ

いてルールを決めている。
65.8 79.6

5
放課後や土曜日などに、学校の活動や

集まりがあれば、参加している。 45.7 50.4

25.0 1167.7 61.7 54.6

14.0

978.7 75.5 63.2

4 パソコンやインターネットを使う。 72.6 75.8

3 本や新聞を読んでいる。 76.5 89.2

8.1 6476.8 69.9 67.7

26.0

9183.9 82.5 83.6

2
ゲーム機やケータイ、スマートフォンで

ゲームをしている。 88.3 84.4

1 友だちと外で遊んでいる。 82.2 79.2

-6.3 9289.5 88.5 90.7

-4.4

質

問
番
号

　　　　　　カテゴリー

　
　　　　　　上段：視点
　　　　　　中段：要素
　　　　　　下段：小要素

質問内容
札
幌
市

札幌市学力層別
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A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学びの基礎力

学びに向かう力

達成感

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習計画力

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習計画力

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習計画力

学びの基礎力

学びを律する力

学習継続力

学びの基礎力

学びを律する力

学習継続力

学びの基礎力

学びを律する力

学習のけじめ

学びの基礎力

学びを律する力

学習のけじめ

学びの基礎力

学びを律する力

学習環境の整備

学びの基礎力

学びを律する力

学習環境の整備

学びの基礎力

学びを律する力

授業を受ける姿勢

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

社会参画力

社会的実践力

社会参画力

社会的実践力

豊かな心

社会的実践力

豊かな心

4483.5 75.5 72.9

50
難しいことでも、失敗をおそれないで、取

り組んでいる。 69.6 79.2

49
自分がやらなければならないことは、責

任を持ってやりぬくことができる。 79.9 88.1

12.7 5168.9 63.9 66.5

15.2

1280.1 75.8 60.6

48
社会で問題になっていることについて、

どうすればよいか、考えたことがある。 63.0 77.0

47
テレビのニュースや新聞などで、最近の

社会のできごとをよく知っている。 75.4 85.5

26.8 867.4 57.6 50.2

24.9

460.3 45.7 38.0

46
調べたことを、パソコンを使ってまとめた

り、発表したりすることができる。 57.7 75.8

45
自分の意見や考えを相手にわかりやす

く伝えることができる。 52.8 67.3

38.3 265.5 52.0 37.5

29.3

371.2 60.2 49.8

44
筋道を立てて、ものごとを考えることが

できる。 64.0 79.9

43
調べてわかったことをもとに、考えをまと

めることができる。 66.0 82.9

29.1 571.2 54.1 50.8

33.1

7983.9 86.2 79.2

42 授業を集中して受けている。 78.0 84.8

41
必要なものをきちんとそろえてから、学

習を始めている。 83.3 83.6

16.4 3982.0 76.6 68.4

4.4

5469.7 69.5 61.0

40 正しい姿勢で学習している。 55.3 58.7

39
かん違いや思いこみがないか、しっかり

見直しをしている。 68.4 73.2

9.3 6159.2 53.9 49.4

12.2

3175.7 63.9 57.6

38
学習を始めたら、他のことに気をとられ

ないで、集中している。 60.3 65.4

37
わからないことはそのままにせず、わか

るまで努力している。 68.2 75.8

10.8 5761.0 59.9 54.6

18.2

2964.4 51.3 51.3

36
目標に向けて、ふだんからこつこつ学習

している。 62.9 69.9

35 自分で学習の計画を立てている。 59.2 69.9

20.8 2474.5 58.4 49.1

18.6

3387.6 79.2 68.0

34
その日のめあてを決めて、授業や家で

学習に取り組んでいる。 49.0 56.9

33
習った内容の中で、何がまだ理解でき

ていないか、わかっている。 80.2 85.9

16.4 3951.7 47.2 40.5

17.9

674.9 59.9 50.9

32
授業で習ったことをふだんの生活と結び

つけて考えている。 60.9 69.9

31

授業で習ったことはそのまま覚えるので

はなく、その理由や考え方も一緒に理解

しようとしている。
66.3 79.6

18.2 3163.3 59.1 51.7

28.7

5057.7 49.1 44.6

30
新しく習ったことは、何度もくり返して練

習している。 54.8 62.8

29
授業で学んだことを自分なりにノートに

まとめ直している。 52.3 58.0

14.8 4657.7 50.9 48.0

13.4

7165.9 65.4 61.0

28
テストで間違えた問題は、もう一度やり

直している。 69.0 74.3

27
黒板に書かれていないことでも、大事な

ことはノートに書きとめている。 64.8 66.9

11.1 5570.8 68.0 63.2

5.9

26
ものごとを最後までやりとげて、うれし

かったことがある。 91.3 94.1 7.1 6694.0 90.0 87.0

質

問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　

　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌

市

札幌市学力層別
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A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ
層

の
差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

社会的実践力

豊かな心

社会的実践力

豊かな心

社会的実践力

自己成長力

社会的実践力

自己成長力

学級力

やりとげる力

学級力

やりとげる力

学級力

やりとげる力

学級力

対話力

学級力

対話力

学級力

対話力

学級力

支え合う力

学級力

支え合う力

学級力

支え合う力

学級力

共生力

学級力

共生力

学級力

共生力

学級力

規律力

学級力

規律力

学級力

規律力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

3775.7 61.9 56.9117
テレビやラジオをつけないで集中して学

習している。 67.1 74.3 17.4

8088.4 82.5 81.4

116
自分の得意な分野をさらに伸ばすため

に、家で自分なりに学んでいることがあ

る。
74.8 82.2

115
次の日の授業に必要な教科書やノート

などは、前の日に準備している。 84.4 85.1

16.4 3977.9 73.2 65.8

3.7

1976.4 69.9 62.5

114
学校の先生が出した宿題をきちんとやり

とげている。 86.0 94.8

113
家で学習するときは、苦手な教科もしっ

かりと学習している。 73.4 85.1

20.1 2690.3 84.0 74.7

22.6

7481.3 76.2 74.0

112
家で学習していて、わからないときは教

えてくれる人がいる。 86.9 88.1

111
校外でも人の迷惑にならないように考え

て行動できる学級です。 77.6 79.2

5.9 7189.5 88.1 82.2

5.2

8945.3 36.4 40.9

110
あいさつ、服装、持ち物などについて、

学校のきまりを守っている学級です。 65.1 68.8

109
授業中にむだなおしゃべりをしない学級

です。 40.6 39.8

10.4 5870.0 63.6 58.4

-1.1

8682.0 78.1 73.2

108
友だちのよいところやがんばりを認めて

伝え合っている学級です。 75.1 77.3

107
友だちの間に上下関係がなく、誰とでも

平等に接している学級です。 76.7 73.6

6.3 6977.9 74.0 71.0

0.4

8088.8 88.4 81.4

106
友だちをばかにしたりからかったりせ

ず、一人ひとりの心や命を大切にする

学級です。
56.9 56.1

105
「ありがとう」を伝え合っている学級で

す。 85.9 85.1

-0.8 8862.9 52.0 56.9

3.7

8488.4 85.5 81.8

104
小さなけんかや、トラブルは、話し合い

で解決できる学級です。 75.8 73.6

103
家庭学習や考査前学習などで、教え合

いをしている学級です。 85.1 84.8

-3.4 9077.2 75.4 77.0

3.0

4289.9 85.9 75.1

102
話し合いのとき、考えや意見を進んで出

し合う学級です。 75.2 75.1

101
友だちの話に賛成・反対・つけたしと、つ

なげるように発言している学級です。 85.5 91.1

3.7 8079.4 75.4 71.4

16.0

6276.8 70.3 66.9

100
発言している人の話を最後までしっかり

聞いている学級です。 76.4 78.1

99
自分たちの学習や生活をよくするため

の話し合いや活動をしている学級です。 72.3 75.5

6.4 6880.5 75.5 71.7

8.6

8788.4 82.2 80.3

98
係や当番の活動に責任を持って取り組

む学級です。 84.5 82.5

97
みんなで決めた学級目標に力を合わせ

て取り組んでいる学級です。 82.6 79.6

1.8 8588.8 86.2 80.7

-0.7

5874.5 71.4 66.2

54
自分の力をできるだけ伸ばしたいと思

う。 92.5 93.3

53
自分には、先生や友だちからほめられ

るような得意なことがある。 72.2 76.6

5.2 7495.9 92.6 88.1

10.4

1372.3 71.7 56.5

52 自分と違う意見も尊重している。 71.1 84.0

51
いつも新しいアイディアを考えたり、工夫

したりしている。 70.3 80.7

25.6 1076.4 65.7 58.4

24.2

質

問
番
号

　　　　　　カテゴリー

　
　　　　　　上段：視点
　　　　　　中段：要素
　　　　　　下段：小要素

質問内容
札
幌
市

札幌市学力層別
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A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

家庭学習力

学習方略

国語

学習方略

国語

学習方略

国語

学習方略

国語

学習方略

算数

学習方略

算数

学習方略

算数

学習方略

算数

学習方略

社会

学習方略

社会

学習方略

社会

学習方略

社会

学習方略

理科

学習方略

理科

学習方略

理科

学習方略

理科

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

85.8 84.8 90.7

62 家庭 82.9 84.0

61 保健体育 86.0 82.9

4.483.1 84.8 79.6

-7.8

73.4 77.0 74.7

60 図画工作・美術 77.6 81.4

59 音楽 76.2 79.6

4.173.4 78.1 77.3

4.9

71.5 64.3 48.0

58 理科 83.6 85.9

57 算数 64.8 75.8

7.584.3 86.2 78.4

27.8

66.7 61.7 55.0

56 社会 51.2 68.4

55 国語 63.7 71.4

30.553.9 44.6 37.9

16.4

2279.8 70.6 61.3

96
理科の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 72.8 81.0

95

理科の授業で、実験や調査が終わった

あとに、気づいたことや新しい疑問など

について、話し合ったりまとめたりしてい

る。

73.5 82.2

20.8 2475.3 74.7 60.2

20.9

3393.3 87.7 78.4

94

理科の授業で、テレビや電子黒板など

を使って、実験や観察のようすや自然

のいろいろなようすなどについて、写真

や映像などを見ることがある。

74.3 86.2

93

理科の授業で、実験や調査に取り組む

前に、仮説を立てたり結果を予想したり

している。
88.9 96.3

24.1 1479.0 69.9 62.1

17.9

2161.4 52.4 44.6

92
社会の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 58.2 66.2

91

社会の授業で、いま、世の中で起こって

いることについて、資料をもとにして考え

ることがある。
56.0 65.8

18.8 2857.3 62.1 47.4

21.2

3570.4 68.0 54.6

90
社会の授業で、調べたことを、新聞形式

でまとめたことがある。 70.7 83.3

89

社会の授業で、テレビや電子黒板など

を使って、写真や地図・グラフなどを見

ることがある。
66.2 72.1

28.1 779.4 65.1 55.2

17.5

2054.7 47.2 35.3

88
数学（算数）の授業で、グループで話し

合いや教え合いをしている。 65.9 75.5

87
数学（算数）の宿題で、文章題を作った

ことがある。 48.7 57.6

23.5 1671.9 64.3 52.0

22.3

5261.0 61.7 50.2

86

数学（算数）の授業で、文章や式、図や

表などを組み合わせて自分の考えを説

明したことがある。
66.3 86.6

85
数学（算数）の授業で、グループで協力

して問題を解いて発表することがある。 58.8 62.5

38.6 173.4 57.6 48.0

12.3

1875.3 64.3 56.0

84
国語の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 74.5 81.8

83
国語の授業で、物語を作ったことがあ

る。 68.5 78.8

18.6 2977.2 76.2 63.2

22.8

1770.0 62.8 52.2

82
国語の授業で、文章の書き方のよい例

を参考にして書くことがある。 77.2 82.2

81
国語の授業で、わからない言葉があれ

ば、国語辞典で調べるようにしている。 65.1 75.1

13.5 4980.1 78.1 68.7

22.9

118
授業で習ったことは、その日のうちに復

習している。 45.7 46.3 3.5 8348.3 45.5 42.8

質

問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　

　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌

市

札幌市学力層別
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A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ

l
Ｄ

層

の
差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度 85.9 5.782.8 84.0 80.273 家庭 83.2

72 保健体育 87.8 -2.287.6 87.4 89.2

3.484.6 91.4 85.171 図画工作・美術 87.4

87.0

88.5

91.8 89.2 83.3

70 音楽 85.0 88.1

69 理科 90.0 95.9

4.184.3 83.6 84.0

12.6

78.7 65.1 45.4

68 算数 76.2 90.0

67 社会 69.4 88.8

31.684.6 72.1 58.4

43.4

82.4 78.8 71.4

66 国語 85.1 95.2

65 学級活動 78.5 81.8

22.089.5 82.5 73.2

10.4

80.9 77.3 69.1

64 道徳 71.4 71.4

63 総合的な学習の時間 76.8 79.9

1.171.2 72.9 70.3

10.8

質

問
番

号

　　　　　　カテゴリー
　

　　　　　　上段：視点
　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌
市

札幌市学力層別



 - 18 - 

 

 

 

  

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く勉強する
その他

無回答

要素 学習時間

小要素 平日

A層 4.1 14.1 30.5 17.5 12.6 7.8 13.0 0.4
B層 3.4 16.1 24.7 23.2 11.6 9.7 11.2 0.0
C層 7.1 16.0 29.0 22.7 8.2 7.1 10.0 0.0
D層 8.2 25.3 30.5 15.2 8.2 5.9 6.3 0.4

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く勉強する
その他

無回答

要素 学習時間

小要素 休日

A層 10.8 16.7 28.3 18.2 8.2 6.3 11.5 0.0
B層 9.0 22.8 32.6 13.1 12.0 4.9 5.6 0.0
C層 14.1 25.7 26.8 16.7 8.2 3.7 4.8 0.0
D層 19.0 29.7 26.8 11.5 6.7 2.6 3.7 0.0

０さつ 1、2さつ 3、4さつ 5、6さつ 7、8さつ 9、10さつ 11さつ以上
その他

無回答

要素 読書冊数

小要素

A層 5.2 19.3 22.3 16.4 7.1 5.2 23.4 1.1
B層 8.2 25.1 21.0 18.7 7.9 6.7 12.4 0.0
C層 7.4 29.4 24.5 15.2 7.4 4.5 10.4 1.1
D層 13.0 31.2 19.3 9.3 9.7 5.9 11.2 0.4

ほとんど見ない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く見る
その他

無回答

要素 テレビを見る時間

小要素 平日

A層 6.3 11.2 19.0 16.4 14.1 11.5 20.8 0.7
B層 4.5 7.9 14.6 16.1 19.1 16.5 21.3 0.0
C層 3.7 4.5 15.6 16.7 17.5 8.2 32.7 1.1
D層 5.6 5.6 11.5 16.0 16.7 10.4 33.5 0.7

ほとんど見ない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く見る
その他

無回答

要素 テレビを見る時間

小要素 休日

A層 4.5 3.7 15.2 16.7 19.3 13.0 27.5 0.0
B層 4.5 4.5 9.4 12.0 22.8 10.5 36.3 0.0
C層 7.4 1.5 10.8 12.6 16.7 11.2 39.8 0.0
D層 8.6 5.6 9.3 8.6 13.8 8.9 45.4 0.0

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい
3時間より長くゲームを

する

その他

無回答

要素 ゲームをする時間

小要素 平日

A層 33.1 21.6 18.2 11.2 8.6 3.3 4.1 0.0
B層 20.2 19.9 24.7 14.2 9.4 3.4 8.2 0.0
C層 20.8 21.6 20.1 12.3 8.6 5.2 11.5 0.0
D層 16.0 17.8 17.8 13.8 10.0 4.5 20.1 0.0

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい
3時間より長くゲームを

する

その他

無回答

要素 ゲームをする時間

小要素 休日

A層 22.7 18.2 21.2 12.3 9.7 5.2 10.8 0.0
B層 15.0 10.9 19.5 15.7 14.2 9.7 15.0 0.0
C層 17.5 15.2 14.9 11.2 14.1 5.2 21.9 0.0
D層 11.2 16.7 14.9 13.0 12.3 5.9 26.0 0.0

18.5 0.016.6 15.3 17.6 13.0 12.6 6.5

37.2 0.0

札幌市 22.5 20.2 20.2 12.9 9.1 4.1 11.0

6.2 3.8 11.2 12.5 18.2 10.9

14.3 0.7

札幌市 5.0 7.3 15.2 16.4 16.8 11.6 27.1

8.5 26.2 21.9 14.9 8.0 5.6

10.1 0.2

札幌市 13.3 23.7 28.6 14.9 8.7 4.4 6.4

5.7 18.0 28.7 19.6 10.1 7.6

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

77

あなたは、学校の授業がある月曜日から
金曜日に、学校の授業以外で１日にどれく
らい勉強していますか？（じゅくで勉強して

いる時間や、家庭教師の先生にみても
らっている時間もふくみます。）

札
幌

市

札幌市

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

78

あなたは、土曜日や日曜日など、学校が
休みの日に、１日にどれくらい勉強してい
ますか。（じゅくで勉強している時間や、家

庭教師の先生にみてもらっている時間も
ふくみます。）

札
幌

市

0.0

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

74

あなたは、この１か月の間に本を何冊くら

い読みましたか。（教科書や参考書、マン
ガは数にいれません。）

札

幌
市

札幌市

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

75

あなたは、学校の授業がある月曜日から
金曜日に、１日にどれくらいテレビを見ま
すか。

札
幌
市

0.7

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

76

あなたは、土曜日や日曜日など、学校が
休みの日に、１日にどれくらいテレビを見

ますか。

札
幌

市

札幌市

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

79

あなたは、学校の授業がある月曜日から
金曜日に、１日にどれくらいゲームをしま

すか。

札
幌

市

0.0

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

80

あなたは、土曜日や日曜日など、学校が

休みの日に、１日にどれくらいゲームをし
ますか。

札

幌
市

札幌市
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④札幌市全体の共通指標に基づく質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

当てはまる
どちらかと言えば、

当てはまる

どちらかと言えば、

当てはまらない
当てはまらない

その他

無回答

要素 追加質問 全体 69.4 25.4 44 25.2 5.4 0

小要素 A層 78.4 32.3 46.1 18.2 3.3 0

B層 70 25.8 44.2 25.5 4.5 0

C層 63.6 22.3 41.3 32.7 3.7 0

D層 65.4 21.2 44.2 24.5 10 0

A-D層 13

要素 追加質問 全体 68.7 28.1 40.6 25.2 6.1 0

小要素 A層 81.8 39.8 42 15.2 3 0

B層 76 32.6 43.4 18.7 5.2 0

C層 63.2 22.7 40.5 31.6 5.2 0

D層 53.9 17.5 36.4 34.9 11.2 0

A-D層 27.9

要素 追加質問 全体 82.7 56.3 26.4 11.3 6 0

小要素 A層 88.5 58 30.5 8.2 3.3 0

B層 85.8 67 18.7 9.4 4.9 0

C層 84.8 51.3 33.5 10.4 4.8 0

D層 71.7 48.7 23 17.5 10.8 0

A-D層 16.8

要素 追加質問 全体 68 32.1 35.9 24.5 7.5 0

小要素 A層 76.6 41.6 34.9 17.5 5.9 0

B層 74.2 37.5 36.7 19.9 6 0

C層 67.7 28.6 39 27.5 4.8 0

D層 53.5 20.8 32.7 33.1 13.4 0

A-D層 23.1

要素 追加質問 全体 77.5 36.7 40.8 16.4 6.1 0

小要素 A層 81 39.8 41.3 12.3 6.7 0

B層 82 37.8 44.2 13.9 4.1 0

C層 72.9 34.9 37.9 21.9 5.2 0

D層 74 34.2 39.8 17.5 8.6 0

A-D層 7

要素 追加質問 全体 80.9 47.4 33.5 15.2 3.9 0

小要素 A層 84.8 51.7 33.1 13.4 1.9 0

B層 83.9 52.8 31.1 11.6 4.5 0

C層 81.4 42.8 38.7 15.2 3.3 0

D層 73.6 42.8 30.9 20.4 5.9 0

A-D層 11.2

要素 追加質問 全体 57 27.5 29.5 31.2 11.8 0

小要素 A層 66.2 34.2 32 25.7 8.2 0

B層 60.7 29.2 31.5 31.5 7.9 0

C層 51.7 25.3 26.4 33.8 14.5 0

D層 49.8 21.6 28.3 33.5 16.7 0

A-D層 16.4

要素 追加質問 全体 70.4 30.3 40.1 24.2 5.4 0

小要素 A層 85.5 42.4 43.1 13 1.5 0

B層 76.8 36 40.8 19.9 3.4 0

C層 62.1 23.8 38.3 32.7 5.2 0

D層 57.2 19.3 37.9 31.2 11.5 0

A-D層 28.3

要素 追加質問 全体 68.4 30.4 38 22.7 8.8 0.1

小要素 A層 80.2 39.8 40.1 15.2 4.5 0.4

B層 77.9 36.7 41.2 16.5 5.6 0

C層 59.9 24.5 35.3 30.1 10 0

D層 56.1 20.8 35.3 28.6 15.2 0

A-D層 24.1

要素 追加質問 全体 53.3 26.1 27.1 29.2 17.5 0.1

小要素 A層 71.3 41.6 29.4 22.3 6.3 0.4

B層 57.3 31.1 26.2 31.1 11.6 0

C層 46.5 17.8 28.6 30.1 23.4 0

D層 38.3 14.1 24.2 33.1 28.6 0

A-D層 33

要素 追加質問 全体 83.3 48.7 34.7 13.2 3.4 0

小要素 A層 88.1 53.2 34.9 10 1.9 0

B層 86.9 55.4 31.5 10.1 3 0

C層 83.3 46.5 36.8 13.8 3 0

D層 75.1 39.8 35.3 19 5.9 0

A-D層 13

129

授業中、友達や先生の説明、意見を終わりまで聞いている。

128

授業中、自分の意見を進んで発言している。

127

意見を発言する前に、自分の考えがうまく伝わるように、話の内容

や順序を考えている。

125

124

勉強で同じ間違いをくり返さないように気をつけている。

123

今の自分にとって、どのように勉強するのがよいか分かっている。

122

意見の違う人とも、よく話し合おうとしている。

121

勉強していて、おもしろい、楽しいと思うことがよくある。

肯定群

回答割合（％）

選択肢別回答割合（％）

119

授業中、自分で疑問やめあてをもって学習に取り組もうとしてい

る。

126

意見を書くときには、その理由をはっきりさせて書くようにしている。

普段から、計画を立てて勉強している。

120

分からないことは、自分で調べてはっきりさせようとしてる。

質問

番号
質問内容 母集団
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当てはまる
どちらかと言えば、

当てはまる

どちらかと言えば、

当てはまらない
当てはまらない

その他

無回答

肯定群

回答割合（％）

選択肢別回答割合（％）質問

番号
質問内容 母集団

○札幌市全体の共通指標に基づく質問について 

・肯定的な回答の割合が多い質問は、「学校で好きな授業がある」（95.6％）となっている。 

・次に肯定的な回答が多い質問は、「習ったことや知っていることを使って、自分で考えることが大事

だと思う」（88.8％）、「人の意見を聞いて、それを参考にして自分の考えを見直すことがよくある」

（84.4％）、「授業中、友達や先生の説明、意見を終わりまで聞いている」（83.3％）であり、学習に

意欲的に取り組み、他者から学ぶことが大切であると認識している児童が多いと推察される。 

・一方で、「授業中、自分の意見を進んで発言している」については、肯定的回答が 53.3％と低い状況

である。この項目は、教科学力と相関が高くなっており（Ａ－Ｄ層の差が 33.0 ポイント）、一人一人

に自分の意見をもたせ、自信をもって発言できるように促す活動を大切にすることが求められる。 

・また、「意見を書くときには、その理由をはっきりさせて書くようにしている」についても教科学力

との相関が高くなっており（Ａ－Ｄ層の差が 28.3 ポイント）、一人一人が根拠を明確にして自分の考

えや意見を書く活動を大切にすることが必要である。 

要素 追加質問 全体 84.4 46.9 37.5 12.7 2.9 0

小要素 A層 90 52 37.9 8.6 1.5 0

B層 89.1 53.6 35.6 9.4 1.5 0

C層 82.9 42.4 40.5 15.6 1.5 0

D層 75.5 39.4 36.1 17.5 7.1 0

A-D層 14.5

要素 追加質問 全体 88.8 57.8 31.1 8.5 2.7 0

小要素 A層 94.8 65.4 29.4 3 2.2 0

B層 93.6 66.7 27 4.9 1.5 0

C層 87 52 34.9 11.5 1.5 0

D層 80.3 47.2 33.1 14.1 5.6 0

A-D層 14.5

要素 追加質問 全体 95.6 88.7 7 2.3 2 0

小要素 A層 95.2 88.1 7.1 2.2 2.6 0

B層 96.3 92.1 4.1 1.9 1.9 0

C層 97 90.3 6.7 1.5 1.5 0

D層 94.1 84 10 3.7 2.2 0

A-D層 1.1

要素 追加質問 全体 78.1 41.5 36.6 16.4 5.5 0.1

小要素 A層 78.7 44.6 33.8 14.9 6.3 0.4

B層 83.1 43.4 39.7 12 4.9 0

C層 77.7 35.7 42 18.6 3.7 0

D層 72.9 42 30.9 20.1 7.1 0

A-D層 5.8

要素 追加質問 全体 71 41 29.9 18.4 10.5 0.2

小要素 A層 69.5 41.6 27.9 19.3 11.2 0

B層 72.9 40.4 32.2 16.1 10.9 0.4

C層 72.8 39.4 33.1 19.7 7.4 0.4

D層 68.8 42.4 26.4 18.6 12.6 0

A-D層 0.7

要素 追加質問 全体 76.2 48.7 27.3 14.6 9.1 0.3

小要素 A層 81.8 55 26.8 11.9 6.3 0

B層 75.6 51.3 24 13.9 10.5 0.4

C層 76.9 48 28.6 14.1 8.9 0.4

D層 70.5 40.5 29.7 18.6 10.8 0.4

A-D層 11.3

要素 追加質問 全体 87.5 64.6 22.6 8.7 3.7 0.4

小要素 A層 88.8 63.6 25.3 8.6 2.6 0

B層 89.1 70.4 18 7.5 3.4 0.7

C層 86.9 64.3 21.9 9.3 3.7 0.7

D層 85.1 59.9 25.3 9.7 5.2 0
A-D層 3.7

136

札幌には、好きな場所やものがある。（自然、建物、イベント、歴
史、文化など）

135

外国の人と交流する機会をもちたいと思う。（話をしたり、一緒に何
かの活動をしたりするなど）

134

困ったとき、悩みがあるときは、人に相談するようにしている。

133

授業中に分からないことがあったときに、友達や先生に聞くようにし
ている。

132

学校で好きな授業がある。

131

習ったことや知っていることを使って、自分で考えることが大事だと
思う。

130

人の意見を聞いて、それを参考にして自分の考えを見直すことが
よくある。
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⑤学習時間 テレビを見る時間 ゲームをする時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学習時間(平日)

学習時間(休日)

テレビを見る時間(平日)

テレビを見る時間(休日)

ゲームをする時間(平日)

ゲームをする時間(休日)

ほとんどしない

30分くらい

1時間くらい

1時間30分くらい

2時間くらい

2時間30分くらい

3時間より長く勉強する

○学習時間 テレビを見る時間 ゲームをする時間 

・学校の授業以外に勉強をする時間については、「ほとんどしない」「30分ぐらい」を合わせると、平

日で 23.7％、休日で 37.0％となっており、学習習慣づくりの大切さなどについて、学校から積極

的に、子ども、保護者に対して啓発することが求められる。 

・教科学力とテレビを見る時間との関係を見ると、教科学力が高いＡ層において、平日にテレビを見

る時間が２時間以内となっている児童の割合が高い傾向がある。（２時間以内の児童の割合は、Ａ

層：67.7％、Ｄ層：56.1％） 

・教科学力とゲームをする時間との関係を見ると、平日、休日ともに、教科学力が高いＡ層において、

ゲームをする時間が、ほとんどないか、30 分～1 時間程度の児童の割合が高い傾向がある。（１時

間程度以内の児童の割合は、平日でＡ層：54.7％、Ｄ層：33.8％） 

ほとんどしな

い
30分くらい 1時間くらい

1時間30分くら

い
2時間くらい

2時間30分くら

い

3時間より長く

勉強する

その他

無回答

要素 学習時間 5.7 18.0 28.7 19.6 10.1 7.6 10.1 0.2

A層 4.1 14.1 30.5 17.5 12.6 7.8 13.0 0.4

B層 3.4 16.1 24.7 23.2 11.6 9.7 11.2 0.0

C層 7.1 16.0 29.0 22.7 8.2 7.1 10.0 0.0

D層 8.2 25.3 30.5 15.2 8.2 5.9 6.3 0.4

要素 学習時間 13.3 23.7 28.6 14.9 8.7 4.4 6.4 0.0

A層 10.8 16.7 28.3 18.2 8.2 6.3 11.5 0.0

B層 9.0 22.8 32.6 13.1 12.0 4.9 5.6 0.0

C層 14.1 25.7 26.8 16.7 8.2 3.7 4.8 0.0

D層 19.0 29.7 26.8 11.5 6.7 2.6 3.7 0.0

要素 テレビを見る時間 5.0 7.3 15.2 16.4 16.8 11.6 27.1 0.7

A層 6.3 11.2 19.0 16.4 14.1 11.5 20.8 0.7

B層 4.5 7.9 14.6 16.1 19.1 16.5 21.3 0.0

C層 3.7 4.5 15.6 16.7 17.5 8.2 32.7 1.1

D層 5.6 5.6 11.5 16.0 16.7 10.4 33.5 0.7

要素 テレビを見る時間 6.2 3.8 11.2 12.5 18.2 10.9 37.2 0.0

A層 4.5 3.7 15.2 16.7 19.3 13.0 27.5 0.0

B層 4.5 4.5 9.4 12.0 22.8 10.5 36.3 0.0

C層 7.4 1.5 10.8 12.6 16.7 11.2 39.8 0.0

D層 8.6 5.6 9.3 8.6 13.8 8.9 45.4 0.0

要素 ゲームをする時間 22.5 20.2 20.2 12.9 9.1 4.1 11.0 0.0

A層 33.1 21.6 18.2 11.2 8.6 3.3 4.1 0.0

B層 20.2 19.9 24.7 14.2 9.4 3.4 8.2 0.0

C層 20.8 21.6 20.1 12.3 8.6 5.2 11.5 0.0

D層 16.0 17.8 17.8 13.8 10.0 4.5 20.1 0.0

要素 ゲームをする時間 16.6 15.3 17.6 13.0 12.6 6.5 18.5 0.0

A層 22.7 18.2 21.2 12.3 9.7 5.2 10.8 0.0

B層 15.0 10.9 19.5 15.7 14.2 9.7 15.0 0.0

C層 17.5 15.2 14.9 11.2 14.1 5.2 21.9 0.0

D層 11.2 16.7 14.9 13.0 12.3 5.9 26.0 0.0

80 札幌市

あなたは，土曜日や日曜日など，学校が休

みの日に，１日にどれくらいゲームをします

か。

札

幌

市

79 札幌市

あなたは，学校の授業がある月曜日から金

曜日に，１日にどれくらいゲームをしますか。

札

幌

市

76 札幌市

あなたは，土曜日や日曜日など，学校が休

みの日に，１日にどれくらいテレビを見ます

か。

札

幌

市

75 札幌市

あなたは，学校の授業がある月曜日から金

曜日に，１日にどれくらいテレビを見ますか。

札

幌

市

78 札幌市

あなたは，土曜日や日曜日など，学校が休

みの日に，１日にどれくらい勉強しています

か。（じゅくで勉強している時間や，家庭教師

の先生にみてもらっている時間もふくみま

す。）

札

幌

市

質問

番号
質問内容 母集団

選択肢別回答割合（％）

77 札幌市

あなたは，学校の授業がある月曜日から金

曜日に，学校の授業以外で１日にどれくらい

勉強していますか？（じゅくで勉強している時

間や，家庭教師の先生にみてもらっている

時間もふくみます。）

札

幌

市

3 時間より長い 
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［参考］教科の好き嫌いと理解度についての肯定的回答割合 

教科 好き 理解度 

国語 63.7  85.1  

社会 51.2  69.4  

算数 64.8  76.2  

理科 83.6  90.0  

音楽 76.2  85.0  

図画工作 77.6  87.4  

保健体育 86.0  87.8  

家庭 82.9  83.2  

総合的な学習の時間・生活 76.8    

道徳 71.4    

学級活動 78.5    
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２ 中学校第２学年（社会・英語） 

 

（１）全体概要 

■通過率と設定通過率との比較(社会・英語) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■全体概要 

○社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○英語 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0.0

20.0

40.0
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100.0

120.0
教科全体

基礎

応用

社会的な思考・判断・表

現

観察・資料活用の技能

社会的事象についての

知識・理解

札幌市の通過率 設定通過率

■通過率と設定通過率との比較（設定通過率を100とした場合）
※設定通過率を100とし、札幌市の

通過率の割合を示したグラフ

社会 英語 0.0 

20.0 

40.0 

60.0 

80.0 

100.0 

120.0 
教科総合

基礎

応用

理解する力

表現する力

言語や文化の知識・理解

0
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100

設
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率 
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教科全体 
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（２）社会 

■通過率と設定通過率との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【経年比較】 

■札幌市の通過率と設定通過率との差異 

・教科全体における設定通過率との差は、平成 23年度と比べ、下回っている。（－3.8 ポイント） 

・観点別に見ると、平成23年度と比べ、「社会的事象についての知識・理解」については、設定通過率との差

は設定通過率を上回ってはいるが小さくなり、「社会的な思考・判断・表現」、「観察・資料活用の技能」は設

定通過率との差が小さくなり設定通過率をやや下回る状況である。 

 

【通過率】 

○社会 

・教科全体で見ると、設定通過率が 58.4％であるのに対して、札幌市の通過率は 58.6％であり、設定通過

率とほぼ同程度だがやや上回っている。（＋0.2 ポイント） 

・基礎と応用で見ると、「基礎」「応用」ともに設定通過率とほぼ同程度だがやや上回っている。 

・観点別に見ると、「社会的事象の知識・理解」については設定通過率とほぼ同程度だがやや上回っている

が、他はほぼ同程度だがやや下回っている。 

・領域別に見ると、「地理」については設定通過率とほぼ同程度だがやや下回っており、「歴史」については

設定通過率とほぼ同程度だがやや上回っている。 

 

○英語 

・教科全体で見ると、設定通過率が 58.9％であるのに対して、札幌市の通過率は 61.0％であり、設定通過

率とほぼ同程度だがやや上回っている。（＋2.1 ポイント） 

・基礎と応用で見ると、「基礎」「応用」ともに設定通過率とほぼ同程度だがやや上回っている。 

・観点別に見ると、「表現する力」については設定通過率を上回っているが、他は設定通過率とほぼ同程度

だがやや上回っている。 

・領域別に見ると、「聞くこと」については設定通過率を上回っているが、他は設定通過率とほぼ同程度だが

やや上回っている。 

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

教科全体 61.9 61.3 0.6 65.0 61.3 3.7 63.1 59.1 4.0 58.6 58.4 0.2

基礎 62.6 61.3 1.3 66.0 61.3 4.7 62.4 58.2 4.2 60.3 60.2 0.1

応用 60.3 61.3 -1.0 63.0 61.3 1.7 64.7 61.4 3.3 52.1 50.9 1.2

社会的な思考・判断・表現 63.4 64.9 -1.6 65.9 64.9 1.0 60.7 56.6 4.1 48.5 49.0 -0.5

観察・資料活用の技能 63.2 65.2 -2.0 64.5 65.2 -0.7 65.5 61.4 4.1 55.9 56.2 -0.3

社会的事象についての知識・理解 59.9 58.5 1.4 63.4 58.5 4.9 62.1 58.4 3.7 63.8 62.9 0.9

観
点

項目

平成26年度平成17年度 平成20年度 平成23年度
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■設問別通過率 

□ 世界と日本の自然 

【大問１】 大問１は、地理・歴史の両方の領域における複数の単元の内容について、小問集合の

形式で問う設問となっており、４つの小問により構成されている。 

   （１）「日本の扇状地」の通過率は 42.5％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

   （２）「中部地方内の地域区分」の通過率は 60.3％で、設定通過率を 4.1 ポイント上回っている。 

（３）「ヨーロッパの世界進出」の通過率は 66.2％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（４）「江戸時代の庶民教育」の通過率は 86.9％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

【大問２】 大問２は、世界と日本の自然について、世界と比較しながら日本の様子を大観する内

容を、「社会的事象の知識・理解」の観点を中心として問う設問となっており、４つの

小問により構成されている。 

 （１）「世界の造山帯」の通過率は 48.8％で、設定通過率と同様となっている。 

 （２）「日本の地形や気候」の通過率は 77.1％で、設定通過率を 6.3 ポイント下回っている。 

 （３）「日本の冬の気候の特徴」の通過率は 72.6％で、設定通過率を 5.0 ポイント上回っている。 

 （４）「日本の川の特徴」の通過率は 71.9％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

   

    世界と日本の自然における通過率は、５問中３問が７割を超えており、同設問に関する理解は

ほぼ定着していると考えられる。しかし、「日本の扇状地」「世界の造山帯」における通過率が５

割に到達していないことや、「日本の地形や気候」における通過率のみ、設定通過率を下回って

いる点については注視する必要がある。日本の自然環境の特徴については、1年生で学習した「世

界地理」の学習内容を振り返り、世界と日本を比較しながら学習を進めていくことが理解の深化

につながることから、気温と降水量のグラフ（雨温図）、気候の分布図など、資料の読み取りに

大問

社
会
的
な
思
考
・

判
断
・
表
現

観
察
・
資
料
活
用

の
技
能

社
会
的
事
象
の
知

識
・
理
解

地
理

歴
史

世
界
と
日
本
の
自

然
・
人
口

世
界
と
日
本
の
資

源
・
産
業

日
本
の
諸
地
域

近
世

活
用

1 1 日本の扇状地を問う問題 基礎 短答式 42.5 43.3 ● ■ ◆

1 2 中部地方内の地域区分を問う問題 基礎 選択式 60.3 56.2 ● ■ ◆

1 3 ヨーロッパの世界進出を問う問題 基礎 選択式 66.2 66.8 ● ■ ◆

1 4 江戸時代の庶民教育を問う問題 基礎 選択式 86.9 86.7 ● ■ ◆

2 1 世界の造山帯を問う問題 基礎 短答式 48.8 48.8 ● ■ ◆

2 2 日本の地形や気候を問う問題 基礎 選択式 77.1 83.4 ● ■ ◆

2 3 日本の冬の気候の特徴を問う問題 基礎 選択式 72.6 67.6 ● ■ ◆

2 4 日本の川の特徴を問う問題 応用 記述式 71.9 71.6 ● ■ ◆

3 1 日本の人口構成の特徴を問う問題 基礎 選択式 75.0 75.3 ● ■ ◆

3 2 国内輸送割合の変化のグラフを読み取る問題 基礎 選択式 61.4 65.7 ● ■ ◆

3 3 日本の工業地帯・地域を問う問題 基礎 選択式 64.6 67.2 ● ■ ◆

3 4 日本の産業の特徴を問う問題 基礎 選択式 61.6 56.1 ● ■ ◆

4 1 中部地方の人口集中の特徴を問う問題 基礎 短答式 59.3 64.1 ● ■ ◆

4 2 中部地方の工業の特徴を問う問題 基礎 選択式 53.1 58.7 ● ■ ◆

4 3 中部地方の農業の特徴を問う問題 応用 選択式 47.5 50.2 ● ■ ◆

4 4 北陸地方で伝統産業が発達した理由を問う問題 応用 記述式 39.3 34.0 ● ■ ◆

5 1 織田信長が鉄砲を用いた戦いを問う問題 基礎 選択式 79.5 83.5 ● ■ ◆

5 2 豊臣秀吉の政策を問う問題 基礎 選択式 81.9 84.1 ● ■ ◆

5 3 江戸幕府の大名統制を問う問題 基礎 選択式 76.8 79.3 ● ■ ◆

5 4 近世初期の外交政策の変化を問う問題 応用 選択式 60.2 61.7 ● ■ ◆

6 1 南蛮貿易を問う問題 基礎 選択式 36.3 40.9 ● ■ ◆

6 2 江戸時代初期の外交を問う問題 基礎 選択式 47.1 41.5 ● ■ ◆

6 3 江戸時代の学問を問う問題 基礎 選択式 74.7 76.5 ● ■ ◆

6 4 江戸時代の交通の発達を問う問題 基礎 選択式 36.4 33.3 ● ■ ◆

7 1 江戸時代の政治改革を問う問題 基礎 短答式 36.2 31.9 ● ■ ◆

7 2 江戸時代の文化を問う問題 基礎 選択式 38.7 42.2 ● ■ ◆

7 3 田沼意次の政治改革を問う問題 基礎 選択式 38.1 31.1 ● ■ ◆

7 4 江戸時代の政治改革の順序を問う問題 基礎 選択式 54.3 54.7 ● ■ ◆

7 5 ア 江戸時代の農業の発展を問う問題 応用 選択式 69.2 65.5 ● ■ ◆

7 5 イ 江戸幕府による大名の配置と負担を問う問題 応用 記述式 18.1 16.3 ● ■ ◆

小問

観　点 領　域 単　元設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

札
幌
市
の
通
過
率

（
平
均

）

設
定
通
過
率
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慣れさせる指導が一層必要となる。 

 

□ 世界と日本の人口 

□ 世界と日本の資源・産業 

【大問３】 大問３は、世界と日本の人口、資源・産業に関する設問である。人口ピラミッドやグ

ラフを読み取りながら解く、「観察・資料活用の技能」の観点を中心とした設問となっ

ており、４つの小問により構成されている。 

（１）「日本の人口構成の特徴」の通過率は 75.0％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（２）「国内輸送割合の変化」の通過率は 61.4％で、設定通過率を 4.3 ポイント下回っている。 

（３）「日本の工業地帯・地域」の通過率は 64.6％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（４）「日本の産業の特徴」の通過率は 61.6％で、設定通過率を 5.5 ポイント上回っている。 

 

    世界と日本の人口、資源・産業における通過率は、４問全てが６割を超えており、また、設定

通過率とほぼ同程度、もしくは上回っているので、同設問に関する理解はほぼ定着していると考

えられる。しかし、「国内輸送割合の変化」における通過率のみ、設定通過率を下回っている点

について注視する必要がある。この小問は、複数の説明から、円グラフについて一つ一つ読み取

っていく粘り強さが求められる。複数の資料から必要な情報をじっくりと読み取らせていく指導

を繰り返し行っていく必要がある。 

 

 

□ 日本の諸地域（中部地方） 

【大問４】 大問４は、日本の諸地域（中部地方）に関する設問である。「社会的事象についての

知識・理解」「社会的な思考・判断」の観点に分けて問う設問となっており、４つの小

問により構成している。 

  （１）「中部地方の人口集中の特徴」の通過率は 59.3％であり、設定通過率を 4.8 ポイント下

回っている。 

  （２）「中部地方の工業の特徴」の通過率は 53.1％であり、設定通過率を 5.6 ポイント下回っ

ている。 

  （３）「中部地方の農業の特徴」の通過率は 47.5％であり、設定通過率とほぼ同程度となって

いる。 

  （４）「北陸地方で伝統産業が発達した理由」の通過率は 39.3％であり、5.3 ポイント上回っ

ている。 

 

  日本の諸地域の学習では、「動態的に扱う」ことが求められ、「思考・判断・表現」を伴う活動

が重要となるが、考える基礎となる、各地方の自然、産業、人口、文化などに関する知識を習得

させたうえで、深く考えさせる、というステップが必要となる。 

「社会的事象についての知識・理解」に関する問題（１）（２）の通過率が、５割程度である

ことや、設定通過率を下回っていることから、基本的な知識・理解について、確実に定着できる

よう、振り返りの指導が必要である。 

「社会的な思考・判断・表現」に関する問題（３）（４）の通過率は、設定通過率とほぼ同程

度、もしくは上回っているものの、５割に到達していないことから、「そのような社会的事象が

起こったのはなぜか」等の学習課題について、複数の資料から読み取ったことを関連付けて、説
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明するなど、課題探究的な学習の充実を図っていくことが必要である。 

 

□ 近世 

 大問５・６・７は、近世に関する設問である。 

【大問５】 安土桃山時代から江戸時代初期について、年表を見ながら解く「社会的事象の知識・

理解」の観点を中心とした設問となっており、４つの小問により構成している。 

  （１）「織田信長が鉄砲を用いた戦い」の通過率は 79.5％であり、設定通過率を 4.0 ポイント

下回っている。 

  （２）「豊臣秀吉の政策」の通過率は 81.9％であり、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

  （３）「江戸幕府の大名統制」の通過率は 76.8％であり、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

  （４）「近世初期の外交政策の変化」の通過率は 60.2％となっており、設定通過率とほぼ同程度

となっている。 

 

「社会的事象の知識・理解」の観点を中心とした、安土桃山時代から江戸時代初期の設問の通過率

は、４問全てが６割を超えており、また、（１）を除いては、設定通過率とほぼ同程度となっている

ので、同設問に関する理解はほぼ定着していると考えられる。 

 

【大問６】 近世に関する設問である。安土桃山時代から江戸時代の文化について、写真資料を見

ながら解く「観察・資料活用の技能」の観点を中心とした設問となっており、４つの小

問により構成している。 

  （１）「南蛮貿易」の通過率は 36.3％であり、設定通過率を 4.6 ポイント下回っている。 

  （２）「江戸時代初期の外交」の通過率は 47.1％であり、設定通過率を 5.6 ポイント上回って

いる。 

  （３）「江戸時代の学問」の通過率は 74.7％であり、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

  （４）「江戸時代の交通の発達」の通過率は 36.4％であり、設定通過率を 3.1 ポイント上回っ

ている。 

 

「観察・資料活用の技能」の観点を中心とした、安土桃山時代から江戸時代の設問の通過率は、

（２）～（４）においては、設定通過率とほぼ同程度、もしくは上回っている。（１）の通過率

については、設定通過率を下回っている。（１）（２）（４）については、５割に到達していない。 

各時代の文化の学習においては、歴史的分野の学習が重視する各時代の特色の理解を、文化の

面について図ろうとするものであり、代表的な事例を通して、その時代の文化の特色を知識とし

て単独で理解するのではなく、文化を担った人々や外国とのかかわりなどに着目して考えさせる

よう、資料などを活用した指導の工夫が求められる。 

 

【大問７】 大問７は、江戸時代の政治改革について、「社会的事象の知識・理解」「社会的な思考・

判断・表現」の観点の設問となっており、６つの小問により構成している。そのうち、

最終２小問はでは、思考・判断する活用問題を設定している。 

  （１）「江戸時代の政治改革」の通過率は 36.2％であり、設定通過率を 4.3 ポイント上回って

いる。 

  （２）「江戸時代の文化」の通過率は 38.7％であり、設定通過率を 3.5 ポイント下回っている。 

  （３）「田沼意次の政治改革」の通過率は 38.1％であり、設定通過率を 7.0 ポイント上回って
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いる。 

  （４）「江戸時代の政治改革の順序」の通過率は 54.3％であり、設定通過率とほぼ同程度とな

っている。 

  （５）ア 「江戸時代の農業の発展」の通過率は 69.2％であり、設定通過率を 3.7 ポイント上

回っている。 

  （６）イ 「江戸幕府による大名の配置と負担」の通過率は 18.1％であり、設定通過率とほぼ

同程度となっている。 

 

「社会的事象についての知識・理解」に関する問題（１）（３）（４）の通過率は、設定通過率

とほぼ同程度、もしくは上回っているものの、そのうち２小問は５割に到達していない。（２）

の通過率については、設定通過率を下回っているとともに、５割に到達していない。 

重要な人物とその政策や、鉄砲の伝来・キリスト教、鎖国の内容など海外との関わりを整理さ

せることが効果的であり、また、江戸時代は長く平安が続いた時代であるため、平安をもたらし

た幕藩体制、そして節目ごとに行われた改革の詳細をおさえることで、江戸時代を大観させるこ

とが重要である。そのためには、歴史的事象間の関連を説明したり、意見交換したりするなどの

課題探究的な学習の充実を図っていくことにより、学習内容の確かな理解と定着を図ることが必

要である。 

 

「社会的な思考・判断・表現」に関する問題（５）ア、イの通過率は、設定通過率とほぼ同程

度、もしくは上回っているものの、（５）イの通過率については、２割に到達していない。 

細かい歴史的事象を単体で覚えるだけでなく、既習事項の理解を基にして思考を深めたり、複

数の資料やグラフから読み取れることを関連付けて考察し、与えられた条件の中で表現したりす

るなどの課題探究的な学習の充実を図っていくことが必要である。  
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■社会学習に関する意識結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童生徒を正答数の大きい順に整列し、人数比率により 25％刻みで４つの層（Ａ～Ｄ）に分けて傾

向を分析（上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層の順）した。「学力層別 肯定群回答割合」は、各層

において肯定的に回答した児童生徒の割合。ここでは、「Ａ層とＤ層の差」が大きかった質問を抽

出して掲載。 

 

 

 

 

 

 

＜全体について＞ 

○ 平成 23 年度に比べて、「社会の学習をして、ニュースや新聞に出てくるできごとに興味を持つよ

うになった」という社会への興味・関心を問う質問はやや伸びているのに対し、「調べ学習のとき

などに、図書館や、インターネットを利用して資料を集め活用している」や「地域や国土の自然

を守るために、自分にできることを見つけてそれを実行している」といった、調べ学習の方法や

郷土愛に関わる質問で下がっている。 

○ 成績上位層（Ａ層）と下位層（Ｄ層）との差が大きかった質問は、「社会の学習をして、わが国と

世界の国々の様子、歴史の流れや各時代の特色がわかり、もっと知りたいと思った」「社会の学習

内容でわからないことや疑問を持ったことについて、自分から調べるようにしている」であった。

社会の授業で学習した内容に対して、自分で調べる力や意欲があることが、教科学力と関わりが

大きいと推察できる。 

＜設問別分析＞ 

○ 「社会の学習をして、わが国と世界の国々の様子、歴史の流れや各時代の特色がわかり、もっと

知りたいと思った」という質問では、肯定的な回答が 66.3％であった。まず、生徒の興味・関心

を喚起する社会的事象のピックアップと課題の設定に重点を置き、その上で、写真や資料を効果

年度
とても

あてはまる
やや

あてはまる

あまり
あてはまら
ない

まったく
あてはまら
ない

平成17年度 18.0 39.1 30.0 11.4

平成20年度 17.8 44.9 27.9 9.2

平成23年度 21.0 46.1 23.6 8.5

平成26年度 18.8 47.5 25.4 7.7

平成17年度 8.9 30.9 42.6 16.1

平成20年度 10.1 33.7 39.8 16.2

平成23年度 12.5 36.0 36.9 13.8

平成26年度 11.5 39.3 37.0 11.5

平成17年度 22.6 41.3 26.6 8.1

平成20年度 27.5 42.9 22.3 7.0

平成23年度 34.5 40.6 18.3 5.9

平成26年度 36.4 43.8 14.5 4.6

平成17年度 7.9 20.2 42.0 28.4

平成20年度 9.3 23.2 38.4 28.9

平成23年度 11.2 27.4 38.0 22.5

平成26年度 10.1 28.4 39.9 20.9

平成17年度 33.5 29.4 20.6 14.8

平成20年度 30.9 27.5 22.6 18.7

平成23年度 30.4 26.8 25.1 16.9

平成26年度 22.3 27.8 27.4 21.9

平成17年度 20.2 39.3 27.1 11.8

平成20年度 20.9 41.1 25.9 11.8

平成23年度 23.0 38.5 25.6 12.1

平成26年度 25.8 38.2 24.6 10.7

平成17年度 7.0 25.7 44.4 21.2

平成20年度 9.5 33.2 37.3 19.7

平成23年度 11.6 35.5 35.7 16.4

平成26年度 8.4 29.8 41.7 19.5

社会の学習をして，ニュースや新聞に出てくるできごとに興味を持
つようになった。

地域や国土の自然を守るために，自分にできることを見つけてそ
れを実行している。

社会の学習をして，わが国と世界の国々の様子，歴史の流れや
各時代の特色がわかり，もっと知りたいと思った。

社会の学習内容でわからないことや疑問を持ったことについて，
自分から調べるようにしている。

地域や国土の良さを大切にしたいと思う。

社会の学習で新しく地名が出てきたら，地図で確認するようにして
いる。

調べ学習のときなどに，図書館や，インターネットを利用して資料
を集め活用している。

よく やや あまり まったく
その他
無回答

A層 B層 C層 D層
Ａ-Ｄ層
の差

1
社会の学習をして、わが国と世界の国々
の様子、歴史の流れや各時代の特色が
わかり、もっと知りたいと思った。

66.7 18.8 47.5 25.4 7.7 0.7 81.1 70.2 65.5 49.8 31.3

2
社会の学習内容でわからないことや疑問
を持ったことについて、自分から調べるよ
うにしている。

51.1 11.5 39.3 37.0 11.5 0.7 70.2 57.4 43.8 33.0 37.2

質問
番号

質問内容
肯定群
回答割合
（％）

選択肢別回答割合（%） 学力層別　肯定群回答割合（％）
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的に活用したり、意見交流を取り上げたりするなどして、生徒の意欲を持続させる工夫を行って

いくことが求められる。 

○ 「社会の学習内容でわからないことや疑問を持ったことについて、自分から調べるようにしてい

る」という質問では、肯定的な回答が 50.8％であった。まず、生徒が疑問をもてるような発問の

在り方に重点を置き、その上で、様々な調べ方を教えながら、実際に調べ学習の展開を図ってい

くことが重要である。 

○ 「地域や国土の良さを大切にしたいと思う」という質問では、肯定的な回答が 80.2％であった。

引き続き、様々な地域についての理解を深める指導を行うとともに、学校教育の重点に位置付け

られている「ふるさと札幌の学び」について、具現化していくことが重要である。 

○ 「社会の学習で新しく地名が出てきたら、地図で確認するようにしている」という質問では、肯

定的な回答が 38.5％であった。まず、地図が身近にある、または地図帳が手元にある環境をつく

ることが大切であり、授業の中で、地図（地図帳）を活用する頻度を増やしていくことが求めら

れる。 

○ 「調べ学習のときなどに、図書館や、インターネットを利用して資料を集め活用している」とい

う質問では、肯定的な回答が 50.1％であった。まず、図書館や、インターネットの利用の仕方や、

情報の活用の仕方について教えることが大切であり、授業の中で、図書館やコンピュータを活用

する頻度を増やしていくことが重要である。 

○ 「社会の学習をして、ニュースや新聞に出てくるできごとに興味を持つようになった」という質

問では、肯定的な回答が 64.0％であった。様々なニュースについて、社会の学習と関連させなが

ら、効果的に取り上げていくことが大切である。※新聞の見方について教えることも重要である。 

○ 「地域や国土の自然を守るために、自分にできることを見つけてそれを実行している」という質

問では、肯定的な回答が 38.2％であった。授業で、身近な環境問題について取り上げるなどして、

環境に対する意識を高めるようにするとともに、社会の学習を通して学んだことを、実生活にど

のように結び付けていくか、という視点を常に与えていくことが重要である。 
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（３）英語 

■通過率と設定通過率との比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■設問別通過率 

□ リスニングに関する設問 

「理解する力」についての実現状況を把握するための設問であり、３つの大問、10小問で構成さ

れている。第１問～第３問において、３ポイント以上設定通過率を上回った設問は小問 10 問中５

問、３ポイント以上下回った設問はなかった。 

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

札幌市の通過
率（平均）

設定通過率
（平均）

設定通過率と札
幌市の通過率と

の差

教科全体 63.6 65.8 -2.2 64.6 65.8 -1.2 69.2 67.0 2.2 61.0 58.9 2.1

基礎 75.7 77.9 -2.3 78.1 77.9 0.2 73.0 70.7 2.3 69.7 67.4 2.3

応用 52.2 54.9 -2.7 52.0 54.9 -2.9 54.7 52.8 1.9 37.6 36.4 1.2

理解する力 70.6 72.5 -1.9 72.6 72.5 0.1 69.9 68.7 1.2 67.8 65.8 2.0

表現する力 50.2 53.3 -3.1 48.7 53.3 -4.6 58.2 53.2 5.0 26.3 22.5 3.8

言語や文化の知識・理解 54.9 58.2 -3.3 55.3 58.2 -2.9 69.7 65.9 3.8 66.3 64.9 1.4

平成20年度 平成23年度

項目

平成26年度平成17年度

観
点

【経年比較】 

■札幌市の通過率と設定通過率との差異 

・教科全体における設定通過率との差は、平成 23年度と比べ、ほぼ同程度である。（－0.1 ポイント） 

・観点別に見ると、「理解する力」は、平成 23 年度と比べ設定通過率を上回る割合がやや大きくなっている

が、「表現する力」、「言語や文化の知識・理解」はそれぞれ上回る割合がやや小さくなっている。 

大問
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す
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容
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題
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題

語
順

整

序
問

題

英

作

文

(

条

件
英

作
文

）

活

用

1 A 1 絵や図表の内容を表す英文を選択する問題 基礎 選択式 86.8 83.5 ● ■ ◆

1 A 2 絵や図表の内容を表す英文を選択する問題 基礎 選択式 88.9 86.6 ● ■ ◆

1 A 3 絵や図表の内容を表す英文を選択する問題 基礎 選択式 94.3 94.7 ● ■ ◆

1 A 4 絵や図表の内容を表す英文を選択する問題 基礎 選択式 67.3 65.2 ● ■ ◆

1 B 1 英文を聞いて応答の一部を補充する問題 基礎 選択式 46.0 30.7 ● ■ ◆

1 B 2 英文を聞いて応答の一部を補充する問題 基礎 選択式 47.4 43.4 ● ■ ◆

1 B 3 英文を聞いて応答の一部を補充する問題 基礎 選択式 78.9 77.4 ● ■ ◆

1 C 1 英文を聞いて質問に答える問題 基礎 選択式 83.4 79.1 ● ■ ◆

1 C 2 英文を聞いて質問に答える問題 基礎 選択式 84.5 83.6 ● ■ ◆

1 C 3 英文を聞いて質問に答える問題 基礎 選択式 79.0 74.8 ● ■ ◆

2 1 語彙問題 基礎 短答式 58.7 57.8 ● ■ ◆

2 2 語彙問題 基礎 短答式 30.8 31.0 ● ■ ◆

2 3 語彙問題 基礎 短答式 48.0 33.7 ● ■ ◆

3 1 語形変化問題 基礎 選択式 50.7 56.6 ● ■ ◆

3 2 語形変化問題 基礎 選択式 75.0 71.1 ● ■ ◆

3 3 語形変化問題 基礎 選択式 73.4 68.8 ● ■ ◆

3 4 語形変化問題 基礎 選択式 74.9 73.6 ● ■ ◆

4 1 語順整序問題 基礎 選択式 86.0 87.4 ● ■ ◆

4 2 語順整序問題 基礎 選択式 80.5 82.0 ● ■ ◆

4 3 語順整序問題 基礎 選択式 74.3 76.0 ● ■ ◆

4 4 語順整序問題 基礎 選択式 77.0 77.2 ● ■ ◆

5 1 条件英作文問題 応用 記述式 23.6 19.6 ● ■ ◆

5 2 条件英作文問題 応用 記述式 16.6 12.4 ● ■ ◆

6 1 空所に適文を補充する問題 基礎 選択式 54.6 48.3 ● ■ ◆

6 2 空所に適文を補充する問題 基礎 選択式 70.8 69.5 ● ■ ◆

6 3 空所に適文を補充する問題 基礎 選択式 62.6 66.4 ● ■ ◆

6 4 英問英答問題 応用 記述式 41.3 36.7 ● ■ ◆

7 1 下線部について問う問題 応用 選択式 59.2 54.9 ● ■ ◆

7 2 内容一致選択問題 応用 選択式 44.2 45.3 ● ■ ◆

8 1 英文を適切な空所に挿入する問題 応用 選択式 52.8 56.8 ● ■ ◆

8 2 内容一致選択問題 応用 選択式 51.3 58.4 ● ■ ◆

8 3 英問英答問題 応用 記述式 15.9 10.4 ● ■ ◆

9 条件・資料読みとり型の英作文問題 応用 記述式 33.9 33.4 ● ■ ◆

単　元

小問

観　点 領　域設問番号

設問内容

基
礎
応
用

出
題
形
式

札
幌
市
の
通
過
率

（
平
均

）

設
定
通
過
率
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【大問１－Ａ】 英語を聞いて、その英語の内容に当てはまる絵を選択する設問 

（１）～（４）英語を聞いて、絵の内容に合致する英文を３つの選択肢より選択する問題である。

通過率は、（１）では 86.8％、（２）では 88.9％、（３）では 94.3％、（４）では 67.3％であり、

（１）は設定通過率を 3.3 ポイント上回ったが、他はほぼ同程度となっている。 

【大問１－Ｂ】会話を聞いて、会話の最後の返答を選ぶ設問 

（１）～（３）会話を聞いて、会話の最後の英文を４つの選択肢より選択する問題である。通過

率は、（１）では 46.0％、（２）では 47.4％、（３）では 78.9％であり、（１）～（３）は設定通

過率を上回っており、特に（１）は 15.3 ポイント上回っている。 

【大問１－Ｃ】長い英文に関する質問を聞いて答える設問 

（１）～（３）長い英文を聞き、内容についての英語の質問に対する答えを４つの選択肢から選

ぶ問題である。（１）では 83.4％、（２）では 84.5％、（３）では 79.0％であり、（１）と（３）

は設定通過率より 4ポイント以上上回っているが、（２）はほぼ同程度となっている。 

 

リスニングに関する設問については、全ての設問で設定通過率を上回っていた。リスニングに

関する能力は定着しているが、音声教材の効果的な活用などを通じて多くの機会を設定するとと

もに、授業などでも教師や生徒が積極的に英語を使い、英語の音に触れる量を増やすことは重要

であり、音声によるコミュニケーションを重視した指導の充実に努めていくことが必要である。 

 

□ 語彙に関する設問 

「言語や文化の知識・理解」についての実現状況を把握するための設問であり、３つの問題で構

成されている。 

【大問２】（１）～（３）英文を読んで、その英文の内容に適する単語を書く問題である。（１）

では 58.7％、（２）では 30.8％、（３）では 48.0％であり、（１）と（２）は設定通過率とほぼ

同程度なったが、（３）は 14.3 ポイント上回っている。 

 

語彙に関する設問については、設定通過率を大きく上回った設問は３問中１問となった。曜日、

季節、日常生活に関する語彙は、英語の授業においても多くの場面で使用されているものであり、

活動場面で使用すると同時に、書く活動も積極的に取り入れて定着を図ることが必要である。 

 

□ 語形変化に関する設問 

「言語や文化の知識・理解」についての実現状況を把握するための設問であり、４つの問題で構

成されている。設定通過率を上回った設問は、４問中３問であり、設定通過率を 5 ポイント以

上下回った設問が１問あった。 

【大問３】英文が正しくなるよう語形を変化させる設問であり、４つの選択肢より選択する問題

である。 

（１）「listen を listens に変化させる問題」の通過率は 50.7％であり、設定通過率を 5.9 

ポイント下回っている。 

（２）「I を mine に変化させる問題」の通過率は 75.0％であり、設定通過率を 3.9 ポイ 

ント上回っている。 

（３）「come を came に変化させる問題」の通過率は 73.4％で、設定通過率を 4.6 ポイ 

ント上回っている。  

（４）「swim を swimming に変化させる問題」の通過率は 74.9％で、設定通過率とほぼ
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同程度となっている。 

 

語形変化に関する設問については、設定通過率を下回ったものが１問あった。人称を意識しな

がら動詞の時制の変化させるためには、「覚える」だけではなく、日常対話で「使用できる」レ

ベルまでに対応できるように、多くの演習機会を設定することが必要である。 

 

□ 語順整序に関する設問 

「言語や文化の知識・理解」「書く力」についての実現状況を把握するための設問であり、４つ

の問題で構成されている。 

【大問４】与えられた日本語の意味に合うよう英文中の４語を並べかえる設問である。小問４問

中全ての設問において設定通過率とほぼ同程度なった。 

（１）「過去の出来事を質問する英文になるように、英文中の４語を並べ替える問題」の通

過率は 86.0％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。  

（２）「未来の予定を述べる英文になるように、英文中の４語を並べ替える問題」の通過率

は 80.5％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（３）「過去の動作の目的や理由を述べる英文になるように、英文中の４語を並べ替える問

題」の通過率は 74.3％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

（４）「必要性のないことを述べる英文になるように、英文中の４語を並べ替える問題」の

通過率は 77.0％で、設定通過率とほぼ同程度となっている。  

 

語順整序に関する問題では、設定通過率とほぼ同程度となっている。学んだ文法事項・語彙を

活用し、自分自身の考えや身近な出来事などについて、与えられた場面に即した英語で表現がで

きるよう指導の一層の充実を図ることが必要である。 

 

□ 英作文に関する設問 

「表現する力」についての実現状況を把握するための設問であり、２つの問題で構成されている。

小問２問中全ての設問において設定通過率よりも４ポイント以上上回った。 

【大問５】自分自身のことについて、英語の質問に１文で答える設問である。 

（１）問題では、通過率は 23.6％であり、設定通過率を 4.0 ポイント上回っている。 

（２）問題では、通過率は 16.6％であり、設定通過率を 4.2 ポイント上回っている。 

英語での表現に関する設問については、全てにおいて設定通過率よりも 4ポイント以上上回っ

ている。書く活動においては、日頃より生徒の身近な題材や興味のあるトピックを選定し、自分

自身のことなどを書く活動を多く取り入れたい。その時には、書くためのヒントとなるよう、必

要な単語や熟語、定型文などを与えるなど、丁寧な指導方法の工夫改善を図ることが必要である。 

 

□ 長文読解に関する設問 

「理解する力」についての実現状況を把握するための設問であり、３つの大問、９小問で設定さ

れている。第６問から第８問において、３ポイント以上設定通過率を上回った設問は９の小問中

４問、３ポイント以上下回った設問は２問あった。 

【大問６】会話文を通じて英文の理解を図る設問 

（１）「会話文中の空欄に当てはまる適文を選択する問題」の通過率は 54.6％で、設定通過

率を 6.3 ポイント上回っている。 
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（２）「会話文中の空欄に当てはまる適文を選択する問題」の通過率は 70.8％で、設定通過

率とほぼ同程度となっている。  

（３）「会話文中の空欄に当てはまる適文を選択する問題」の通過率は 62.6％で、設定通過

率を 3.8 ポイント下回っている。  

（４）「本文の内容に合うように質問文に答える問題」の通過率は 41.3％で、設定通過率 を

4.6 ポイント上回っている。 

【大問７】長文を通じて英文の理解を図る設問 

（１）「下線部の表す内容を選択する問題」の通過率は 59.2％で、設定通過率を 4.3 ポイン

ト上回っている。 

（２）「本文の内容と一致するものを選択する問題」の通過率は 44.2％で、設定通過率と

ほぼ同程度となっている。  

【大問８】長文を通じて英文の理解を図る設問 

（１）「英文を適切な空所に挿入する問題」の通過率は 52.8％で、設定通過率を 4.0 ポイン

ト下回っている。 

（２）「本文の内容と一致するものを選択する問題」の通過率は 51.3％で、設定通過率を

7.1 ポイント下回っている。  

（３）「本文の内容についての英問英答の問題」の通過率は 15.9％で、設定通過率を 5.5

ポイント下回っている。 

 

長文読解に関する設問については、設定通過率とほぼ同程度あるいは上回っているものは、９

問中６問となった。英文を読み取り、理解する力については、ある程度定着していることが読み

取れる。まとまりのある英文を読む活動において、内容の大まかな流れを読み取れるように、教

師が読み取りの手がかりとなるキーワードを示したり、５W１H に着目させたりして、大切な情

報を把握させ、前後のつながりを意識しながら読んでいくことを指導していくことが必要である。 

 

□ 活用に関する設問 

「表現する力」についての実現状況を把握するための設問であり、１問で構成されている。設定

通過率とほぼ同程度なった。 

【大問９】相手の問題解決をコミュニケーション上で図る問題 

資料を読みとり、その情報をもとに対話文中の空欄に当てはまる英文を記述する問題であり、

通過率は 33.9％であり、設定通過率とほぼ同程度となっている。 

英語での表現に関する設問については、設定通過率とほぼ同程度となっている。表現する活動

においては、日頃から読んだり、聞いたりしたことを話したり、書いたりする４技能を統合した

授業を意識的に行うことが求められる。また、基礎的な演習と、自分自身の考えを表現したり、

相手からの問いかけに対応することなどについて、実際に英語を使って数多く演習し、習熟を高

めることが必要である。 
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■英語学習に関する意識結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※児童生徒を正答数の大きい順に整列し、人数比率により 25％刻みで４つの層（Ａ～Ｄ）に分けて傾

向を分析（上位からＡ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層の順）した。「学力層別 肯定群回答割合」は、各層

において肯定的に回答した児童生徒の割合。ここでは、「Ａ層とＤ層の差」が大きかった質問を抽

出して掲載。 

 

＜全体について＞ 

○ 平成 23 年度に比べて、「英語で話しかけられたときに、相手の言うことを聞き取ろうとしている。」

「身近な看板などに書いてある英単語や英文を読んでみようと思う。」という英語を「聞くこと」、

「読むこと」について興味を持つ傾向が大変強まっていることがうかがえる。 

○ 「英語の文章は音読をするようにしている。」「英文の意味をくわしく正確に理解する学習のとき、

知らないことばが出てきたら、自分で調べるようにしている。」「文章全体のおおよその内容を理

解する学習のとき、理解できない単語があっても、あきらめずに自分で意味を考えながら聞いた

り読んだりするようにしている。」という個人で取り組む英語への学習姿勢は、平成 23 年度と同

程度、もしくはやや下回っている。 

＜設問別分析＞ 

○  「英語で話しかけられたときに、相手の言うことを聞き取ろうとしている。」「間違いを恐れずに

英語で話そうとしている」「身近な看板などに書いてある英単語や英文を読んでみようと思う。」

という質問では、それぞれ 85.1％、57.1％、78.0％となっており、半数以上の生徒が肯定的な意

年度
とても

あてはまる

やや

あてはまる

あまり

あてはまら

ない

まったく

あてはまら

ない

平成17年度 20.3 38.5 29.4 11.2

平成20年度 18.9 38.2 30.5 12.1

平成23年度 17.1 41.0 31.9 9.8

平成26年度 44.6 40.5 10.0 4.5

平成17年度 14.9 33.9 36.3 14.2

平成20年度 19.0 33.2 31.9 15.7

平成23年度 19.6 35.0 33.8 11.2

平成26年度 14.3 42.8 34.6 7.9

平成17年度 19.8 26.9 30.3 22.4

平成20年度 20.0 25.0 30.0 24.7

平成23年度 20.9 27.9 30.6 20.3

平成26年度 43.6 34.4 14.3 7.3

平成17年度 18.6 35.4 32.1 13.2

平成20年度 21.5 36.3 27.9 14.0

平成23年度 24.8 36.8 28.0 10.2

平成26年度 20.1 42.6 28.7 8.1

平成17年度 19.9 36.7 29.6 13.2

平成20年度 24.7 37.0 25.8 12.3

平成23年度 26.5 37.7 26.9 8.6

平成26年度 22.0 38.2 29.2 10.1

平成17年度 29.1 35.4 24.6 10.3

平成20年度 31.0 37.9 19.6 11.2

平成23年度 34.1 37.3 19.7 8.8

平成26年度 33.9 38.7 18.3 8.6

平成17年度 24.5 38.7 26.4 9.8

平成20年度 24.8 42.3 21.4 11.2

平成23年度 28.4 41.0 23.0 6.6

平成26年度 26.9 40.4 22.9 9.1

英文の意味をくわしく正確に理解する学習のとき、知らないことばが出てきた
ら、自分で調べるようにしている。

文章全体のおおよその内容を理解する学習のとき、理解できない単語があって
も、あきらめずに自分で意味を考えながら聞いたり読んだりするようにしてい
る。

英語で話しかけられたときに，相手の言うことを聞き取ろうとしている。

間違いをおそれずに，英語で話そうとしている

身近な看板などに書いてある英単語や英文を読んでみようと思う。

英作文をするときには，間違いをおそれずに書こうとしている。

英語の文章は、音読をするようにしている。
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識をもっていることがうかがえる。特に「英語で話しかけられたときに、相手の言うことを聞き

取ろうとしている。」「身近な看板などに書いてある英単語や英文を読んでみようと思う。」という

質問では、平成 23年度に比べてそれぞれ 27.0 ポイント増、29.2 ポイント増となっており、小学

校外国語活動の全面実施、ALT の積極的な活用などを通して、英語を理解しようとする生徒の割

合が大幅に増加している。今後も英語によるコミュニケーションの大切さや楽しさを実感させる

とともに、既習の内容を活用させる指導の一層の充実が必要である。 

○ 「英作文をするときには、間違いをおそれずに書こうとしている」という質問では、肯定的に回

答した割合が 62.7％となっており、平成 23 年度とほぼ同程度である。聞いたり、読んだり、話

したりしたことについてその内容を要約して書くなど、４技能を統合したコミュニケーション活

動を通して、既習事項を確実に定着させる指導の充実が一層求められる。 

○ 「英語の文章は、音読をするようにしている」という質問では、肯定的に回答した割合が 60.2％

となっており、平成 23年度比べて 4.0 ポイント減少している。教科書の本文など単に音読させる

のではなく、物語や対話文では、場面の設定やその背景などを考え、登場人物の心情を理解しな

がらそれにふさわしい読み方を指導したり、説明文では、伝えたい内容は何かを考え、音読する

スピードや単語の強弱を考えた読み方を指導するなどのより一層工夫した指導が求められる。 

○ 「英文の意味をくわしく正確に理解する学習のとき、知らないことばが出てきたら、自分で調べ

るようにしている」という質問では、肯定的に回答した割合が 72.6％となっており、未習の言語

事項に対する興味・関心が高いことがうかがえる。適宜辞書の活用を図り、未習の単語について

調べることを習慣化し、その単語を含んだ例文に数多く触れることも重要である。 

○ 「文章全体のおおよその内容を理解する学習のとき、理解できない単語があっても、あきらめず

に自分で意味を考えながら聞いたり読んだりするようにしている」という設問では、肯定的に回

答した割合が 67.3％となっている。英語を聞いたり読んだりする際に、分からない単語があって

も、内容を理解しようとしていることがうかがえる。聞き取りや読み取りのポイントとなるキー

ワードやセンテンスを手がかりとして概要を推測させながら、内容や情報を理解させる指導の一

層の充実を図ることが求められる。 
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（４）学習についてのアンケート（中２）  

①質問別 肯定的回答割合（％）  

肯定的回答割合は、選択肢 1と 2を選択した児童の割合を表示しています。 

質問中、Ａ－Ｄ層差の大きい順に上位 10 問をピックアップしています。 

 

②カテゴリーごとの平均スコア 

各質問の回答を「とても：３、まあ：２、あまり：１、まったく：０」として数値化し、ある質問に全員が「とても」と回答した場

合に平均スコアが 100、全員が「まったく」と回答した場合に平均スコアが 0になるように集計の上、カテゴリーごとに平均スコアを

出しています。 

 
  

A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

学びを律する力

学習継続力

社会的実践力

問題解決力

学習方略

英語

学習方略

英語

学習方略

数学

学習方略

数学

社会的実践力

問題解決力

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

58.1 50.6 36.2 30.3 1028 テストで間違えた問題は，もう一度やり直している。 52.9 66.5

76.6 60.4 57.4 45.5 31.1 9

59.6 53.6 38.7 31.6 8

27
黒板に書かれていないことでも，大事なことはノートに

書きとめている。
59.9

44 筋道を立てて，ものごとを考えることができる。 55.6 70.3

55.3 44.2 31.7 22.6 32.7 7

40.7 30.9 18.8 33.5 6

91 数学（算数）の宿題で，文章題を作ったことがある。 38.4

90
数学（算数）の授業で，文章や式，図や表などを組み

合わせて自分の考えを説明したことがある。
35.7 52.3

62.4 50.2 42.1 26.1 36.3 5

66.0 53.4 37.1 37.3 4

102
英語の授業で，買い物や旅行などの場面を通して，

自分で会話文を作ってコミュニケーショ ンしている。
45.2

48.5 35.3 39.5 3

101
英語の宿題で，日常的な出来事について，短い英作

文を書いたことがある。
57.7 74.4

34.2 42.8 2

43
調べてわかったことをもとに，考えをまとめることがで

きる。
54.7 74.8 60.0

42.9 1

37
わからないことはそのままにせず，わかるまで努力し

ている。 54.8 77.0 57.7 50.2

札幌市学力層別

31
授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく，その理

由や考え方も一緒に理解しようとしている。
54.9 76.7 59.6 49.4 33.8

質

問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　

　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌

市

A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

59.6 66.1 60.5 58.7 53.2 12.9

58.7 66.1 60.1 57.3 51.0 15.1

57.3 59.1 55.1 58.1 57.1 2.0

58.4 65.8 59.3 57.3 51.0 14.8家庭学習力

学級力

社会的実践力

カテゴリー

札

幌

市

札幌市学力層別

学びの基礎力

○教科学力との相関の高い質問項目について 

・学習意識と教科学力との相関を見ると、「授業で習ったことはそのまま覚えるのではなく、その理

由や考え方も一緒に理解しようとしている。」、「わからないことはそのままにせず、わかるまで努

力している。」、「調べて分かったことをもとに、考えをまとめることができる。」の質問に肯定的に

回答していることと、教科学力に高い相関が見られた。 

・また、カテゴリー別に見ると、「社会的実践力」、「家庭学習力」において、高い相関が見られた。

問題や課題を発見し、主体的に解決していく態度などの「社会的実践力」を育む指導方法等の工夫

改善が求められると共に、家庭学習の習慣を定着させる指導の工夫が求められる。 

※本調査では、以下のような意味で質問項目を分類している。 

・「学びの基礎力」…豊かな基礎体験、学びに向かう力など ・「社会的実践力」…問題解決力、自己成長力など 

・「学級力」…………対話力、支え合う力など       ・「家庭学習力」……家庭学習の環境や習慣について 
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③学習についてのアンケート結果一覧（中２） 

 

A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ
層

の
差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基礎体験

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

豊かな基礎体験

基本的生活習慣

学びの基礎力

学びに向かう力

感じ取る力

学びの基礎力

学びに向かう力

感じ取る力

学びの基礎力

学びに向かう力

感じ取る力

学びの基礎力

学びに向かう力

学習動機

学びの基礎力

学びに向かう力

学習動機

学びの基礎力

学びに向かう力

学習動機

学びの基礎力

学びに向かう力

自己責任

学びの基礎力

学びに向かう力

自己有能感

質

問
番
号

　　　　　　カテゴリー

　
　　　　　　上段：視点
　　　　　　中段：要素
　　　　　　下段：小要素

質問内容
札
幌
市

札幌市学力層別

10486.0 84.9 88.3

-19.9 10566.4 70.9 74.8

2
ゲーム機やケータイ、スマートフォンで

ゲームをしている。 83.1 72.9

54.9

-15.4

1 友だちと外で遊んでいる。 66.8

6886.0 81.9 79.3

16.9 4374.0 66.8 63.2

4 パソコンやインターネットを使う。 84.2 89.4

80.1

10.1

3 本や新聞を読んでいる。 71.0

3346.8 43.6 32.3

19.5 3471.7 68.2 55.3

6

ゲーム機やケータイ、スマートフォンでゲームをす

るときは、家の人と時間についてルールを決めて

いる。（ゲームをしない人は、１番を選んでくださ

い。）

43.8 52.6

74.8

20.3

5
放課後や土曜日などに、学校の活動や

集まりがあれば、参加している。 67.5

6387.2 88.2 79.9

22.5 2452.1 43.4 35.0

8
家の人は自分のことを気にかけてくれて

いると思う 86.8 92.1

57.5

12.2

7

ケータイやスマートフォンで電話やメールをすると

きは、家の人と時間を決めている。（ケータイや

スマートフォンで電話やメールをしない人は、１番

を選んでください。）

47.0

2987.9 84.1 71.1

24.6 1969.7 69.1 55.5

10
勉強やスポーツのことで、家の人が応

えんしてくれる。 83.7 92.1

80.1

21.0

9
今まで教えてもらった学校の先生は、自

分のことを認めてくれていたと思う。 68.5

3730.2 28.7 26.7

18.0 3674.3 77.7 62.0

12
新聞に書かれていることについて家の

人と話をする。 32.5 44.4

80.0

17.7

11
将来の夢やこれからの進路について家

の人と話をする。 73.5

10063.0 66.0 63.2

17.0 4292.1 88.2 78.5

14 朝、起こされなくても自分で起きている。 62.7 58.1

95.5

-5.1

13 朝食は毎日食べている。 88.6

8447.3 44.5 50.2

17.4 4031.4 38.9 29.2

16
家の人からたよりにされて、何かの役割

をまかされている。 49.1 54.1

46.6

3.9

15 夜は決まった時間にねている。 36.6

3975.8 70.9 62.9

10.6 6672.0 71.7 68.3

18
ふだんから「不思議だな」「なぜだろう」

と感じることがある。 72.6 80.5

78.9

17.6

17
食器の後かたづけなど、自分のことは

自分でしている。 72.7

1572.5 71.3 54.0

12.5 6073.6 67.9 60.4

20
学習していて、おもしろい、楽しいと思う

ことがある。 70.0 82.0

72.9

28.0

19
本やドラマなどを見て、人の生き方に感

動することがある。 68.7

5681.9 81.9 74.8

12.3 6270.9 69.1 66.9

22
学習して、わかったりできたりすることが

増えるのは、うれしい。 81.6 87.6

79.2

12.8

21
学習して身につけた知識は、いずれ仕

事や生活の中で役に立つと思う。 71.4

4383.4 81.1 73.3

15.4 4776.2 74.0 66.9

24
同じ間違いをしないように気をつけてい

る。 82.0 90.2

82.3

16.9

23 学校に行くのが楽しい。 74.8

6.3 8073.6 75.1 72.678.925
努力をすれば、自分もたいていのことは

できると思う。 75.1
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A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学びの基礎力

学びに向かう力

達成感

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習スキル

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習定着のための方略

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習計画力

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習計画力

学びの基礎力

自ら学ぶ力

学習計画力

学びの基礎力

学びを律する力

学習継続力

学びの基礎力

学びを律する力

学習継続力

学びの基礎力

学びを律する力

学習のけじめ

学びの基礎力

学びを律する力

学習のけじめ

学びの基礎力

学びを律する力

学習環境の整備

学びの基礎力

学びを律する力

学習環境の整備

学びの基礎力

学びを律する力

授業を受ける姿勢

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

問題解決力

社会的実践力

社会参画力

社会的実践力

社会参画力

社会的実践力

豊かな心

社会的実践力

豊かな心

質

問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　

　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌

市

札幌市学力層別

7589.8 87.9 83.126
ものごとを最後までやりとげて、うれし

かったことがある。 88.1 91.3 8.2

1058.1 50.6 36.2

31.1 960.4 57.4 45.5

28
テストで間違えた問題は、もう一度やり

直している。 52.9 66.5

76.6

30.3

27
黒板に書かれていないことでも、大事な

ことはノートに書きとめている。 59.9

1340.8 27.7 23.7

11.3 6434.0 29.8 26.3

30
新しく習ったことは、何度もくり返して練

習している。 36.1 52.1

37.6

28.4

29
授業で学んだことを自分なりにノートに

まとめ直している。 31.9

2139.0 39.2 29.1

42.9 159.6 49.4 33.8

32
授業で習ったことをふだんの生活と結び

つけて考えている。 40.1 53.0

76.7

23.9

31

授業で習ったことはそのまま覚えるので

はなく、その理由や考え方も一緒に理解

しようとしている。
54.9

5926.0 22.6 21.5

16.6 4576.6 69.1 65.0

34
その日のめあてを決めて、授業や家で

学習に取り組んでいる。 26.2 34.2

81.6

12.7

33
習った内容の中で、何がまだ理解でき

ていないか、わかっている。 73.1

2034.0 28.7 24.4

18.3 3542.8 36.6 30.8

36
目標に向けて、ふだんからこつこつ学習

している。 34.0 48.9

49.1

24.5

35 自分で学習の計画を立てている。 39.8

5340.8 43.2 38.3

42.8 257.7 50.2 34.2

38
学習を始めたら、他のことに気をとられ

ないで、集中している。 43.6 51.5

77.0

13.2

37
わからないことはそのままにせず、わか

るまで努力している。 54.8

7748.3 51.7 42.1

23.5 2248.7 47.0 42.3

40 正しい姿勢で学習している。 47.9 50.0

65.8

7.9

39
かん違いや思いこみがないか、しっかり

見直しをしている。 50.9

3078.1 77.0 65.8

9.4 7085.3 86.4 76.7

42 授業を集中して受けている。 76.9 86.5

86.1

20.7

41
必要なものをきちんとそろえてから、学

習を始めている。 83.6

859.6 53.6 38.7

39.5 360.0 48.5 35.3

44
筋道を立てて、ものごとを考えることが

できる。 55.6 70.3

74.8

31.6

43
調べてわかったことをもとに、考えをまと

めることができる。 54.7

1449.1 41.9 30.5

21.8 2541.9 35.5 29.3

46
調べたことを、パソコンを使ってまとめた

り、発表したりすることができる。 45.0 58.6

51.1

28.1

45
自分の意見や考えを相手にわかりやす

く伝えることができる。 39.4

5357.7 54.5 46.6

8.7 7265.7 61.1 55.6

48
社会で問題になっていることについて、

どうすればよいか、考えたことがある。 54.7 59.8

64.3

13.2

47
テレビのニュースや新聞などで、最近の

社会のできごとをよく知っている。 61.7

3757.4 53.2 53.0

21.1 2783.4 81.1 68.0

50
難しいことでも、失敗をおそれないで、取

り組んでいる。 58.6 70.7

89.1

17.7

49
自分がやらなければならないことは、責

任を持ってやりぬくことができる。 80.5
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A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ

l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

社会的実践力

豊かな心

社会的実践力

豊かな心

社会的実践力

自己成長力

社会的実践力

自己成長力

学級力

やりとげる力

学級力

やりとげる力

学級力

やりとげる力

学級力

やりとげる力

学級力

自律力

学級力

自律力

学級力

自律力

学級力

自律力

学級力

対話力

学級力

対話力

学級力

対話力

学級力

対話力

学級力

支え合う力

学級力

支え合う力

学級力

支え合う力

学級力

支え合う力

学級力

共生力

学級力

共生力

学級力

共生力

学級力

共生力

学級力

規律力

質

問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　

　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容

札

幌

市

札幌市学力層別

1676.6 77.7 58.3

13.5 5053.6 54.7 47.4

52 自分と違う意見も尊重している。 74.6 85.7

60.9

27.4

51
いつも新しいアイディアを考えたり、工夫

したりしている。 54.1

5692.8 89.8 82.3

14.3 4863.4 61.5 54.9

54
自分の力をできるだけ伸ばしたいと思

う。 90.0 95.1

69.2

12.8

53
自分には、先生や友だちからほめられ

るような得意なことがある。 62.3

9770.6 75.1 72.6

-3.2 9660.8 67.5 66.2

106
係や当番の活動に責任を持って取り組

む学級です。 71.7 68.8

63.0

-3.8

105
みんなで決めた学級目標に力を合わせ

て取り組んでいる学級です。 64.3

4877.7 76.1 68.0

-7.7 10245.7 55.3 58.3

108
生徒会で決めた活動や学校行事に、団

結して取り組んでいる学級です。 76.0 82.3

50.6

14.3

107
自分たちの学習や生活をよくするため

の話し合いや活動をしている学級です。 52.4

10141.5 49.1 54.9

-10.3 10345.3 51.7 54.1

110
楽しむときとまじめに集中するときのけじ

めをつけることができる学級です。 48.4 48.1

43.8

-6.8

109
学年や学校のためになる活動を提案し

て、進んで取り組んでいる学級です。 48.7

5680.8 79.6 72.1

3.0 8957.0 64.9 58.3

112
学級会では、司会や記録を自分たちで

担当して話し合いを進める学級です。 79.3 84.9

61.3

12.8

111
集合の時間、授業開始の時間、活動終

了の時間などを守る学級です。 60.3

9047.5 58.5 52.8

2.2 9155.5 66.3 62.3

114
友だちの話に賛成・反対・つけたしと、つ

なげるように発言している学級です。 53.6 55.5

64.5

2.7

113
発言している人の話を最後までしっかり

聞いている学級です。 62.1

9755.5 66.4 60.8

0.0 9352.7 60.8 54.7

116
異なる意見や提案をよく聞いて、話し合

いをまとめることができる学級です。 59.8 57.0

54.7

-3.8

115
話し合いのとき、考えや意見を進んで出

し合う学級です。 55.7

8161.1 63.4 60.0

3.2 8834.7 40.0 44.5

118
小さなけんかや、トラブルは、話し合い

で解決できる学級です。 62.7 66.2

47.7

6.2

117
家庭学習や考査前学習などで、教え合

いをしている学級です。 41.7

7068.7 71.3 66.4

3.8 8674.0 72.1 71.7

120
授業中、グループ学習やグループ活動

でよく協力している学級です。 70.5 75.8

75.5

9.4

119
「ありがとう」を伝え合っている学級で

す。 73.3

9561.5 65.3 66.0

-4.9 9945.3 48.7 55.1

122
友だちの間に上下関係がなく、誰とでも

平等に接している学級です。 64.6 65.8

50.2

-0.2

121

友だちをばかにしたりからかったりせ

ず、一人ひとりの心や命を大切にする

学級です。
49.8

6973.1 76.2 68.9

3.4 8763.0 67.9 66.0

124
男女の仲がよく、共に学んだり活動した

りしている学級です。 74.3 78.9

69.4

10.0

123
友だちのよいところやがんばりを認めて

伝え合っている学級です。 66.6

1.1 9221.5 24.5 24.525.6125
授業中にむだなおしゃべりをしない学級

です。 24.0
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A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ
層

の
差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学級力

規律力

学級力

規律力

学級力

規律力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

家庭学習力

学習方略

国語

学習方略

国語

学習方略

国語

学習方略

国語

学習方略

数学

学習方略

数学

学習方略

数学

学習方略

数学

学習方略

英語

学習方略

英語

学習方略

英語

学習方略

英語

学習方略

社会

学習方略

社会

学習方略

社会

質

問
番
号

　　　　　　カテゴリー

　
　　　　　　上段：視点
　　　　　　中段：要素
　　　　　　下段：小要素

質問内容
札
幌
市

札幌市学力層別

8462.6 65.7 62.6126
あいさつ、服装、持ち物などについて、

学校のきまりを守っている学級です。 64.4 66.5 3.9

9364.2 67.9 67.5

6.9 7862.5 67.9 64.5

128
校外でも人の迷惑にならないように考え

て行動できる学級です。 66.9 67.5

71.4

0.0

127
ろうかや教室を整理整頓している学級

です。 66.6

1273.1 59.8 53.2

5.7 8360.2 64.2 60.8

130
家で学習するときは、苦手な教科もしっ

かりと学習している。 67.0 82.0

66.5

28.8

129
家で学習していて、わからないときは教

えてくれる人がいる。 63.0

5270.1 68.7 61.5

30.2 1188.3 79.6 63.4

132
次の日の授業に必要な教科書やノート

などは、前の日に準備している。 68.7 74.8

93.6

13.3

131
学校の先生が出した宿題をきちんとやり

とげている。 81.2

4153.0 51.9 45.3

15.7 4662.5 61.5 53.8

134
テレビやラジオをつけないで集中して学

習している。 53.3 62.4

69.5

17.1

133
自分の得意な分野をさらに伸ばすため

に、家で自分なりに学んでいることがあ

る。
61.8

2340.0 39.2 27.8

8.5 7418.6 20.4 18.9

85
国語の授業で、わからない言葉があれ

ば、国語辞典で調べるようにしている。 39.4 50.8

27.4

23.0

135
授業で習ったことは、その日のうちに復

習している。 21.3

6148.3 45.3 39.1

26.5 1758.9 60.0 44.2

87
国語の授業で、物語を作ったことがあ

る。 46.1 51.5

70.7

12.4

86
国語の授業で、文章の書き方のよい例

を参考にして書くことがある。 58.4

5524.6 26.5 23.0

11.3 6447.5 52.5 39.1

89
数学（算数）の授業で、グループで協力

して問題を解いて発表することがある。 27.6 36.1

50.4

13.1

88
国語の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 47.4

744.2 31.7 22.6

33.5 640.7 30.9 18.8

91
数学（算数）の宿題で、文章題を作った

ことがある。 38.4 55.3

52.3

32.7

90
数学（算数）の授業で、文章や式、図や

表などを組み合わせて自分の考えを説

明したことがある。
35.7

466.0 53.4 37.1

21.8 2532.5 31.3 25.9

101
英語の宿題で、日常的な出来事につい

て、短い英作文を書いたことがある。 57.7 74.4

47.7

37.3

92
数学（算数）の授業で、グループで話し

合いや教え合いをしている。 34.4

8226.0 18.8 22.7

36.3 550.2 42.1 26.1

103
英語の授業で、テレビや電子黒板など

を使って、映像やアニメーションを見な

がら会話練習をしている。
24.0 28.6

62.4

5.9

102
英語の授業で、買い物や旅行などの場

面を通して、自分で会話文を作ってコ

ミュニケーションしている。
45.2

7958.3 54.0 49.8

20.5 3241.9 36.5 28.4

93
社会の授業で、テレビや電子黒板など

を使って、写真や地図・グラフなどを見

ることがある。
54.6 56.4

48.9

6.6

104
英語の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 38.8

3044.2 37.2 28.9

8.2 7533.8 36.1 28.6

95

社会の授業で、いま、世の中で起こって

いることについて、資料をもとにして考え

ることがある。
40.0 49.6

36.8

20.7

94
社会の授業で、調べたことを、新聞形式

でまとめたことがある。 33.9
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A
層

B
層

C
層

D
層

Ａ
l
Ｄ
層

の
差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

学習方略

社会

学習方略

理科

学習方略

理科

学習方略

理科

学習方略

理科

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の好き嫌い

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

質

問
番
号

　　　　　　カテゴリー

　
　　　　　　上段：視点
　　　　　　中段：要素
　　　　　　下段：小要素

質問内容
札
幌
市

札幌市学力層別

2774.6 72.5 58.6

8.7 7229.3 28.6 22.5

97
理科の授業で、実験や調査に取り組む

前に、仮説を立てたり結果を予想したり

している。
71.4 79.7

31.2

21.1

96
社会の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 28.0

1852.5 56.6 46.6

10.3 6766.4 64.9 58.5

99

理科の授業で、実験や調査が終わった

あとに、気づいたことや新しい疑問など

について、話し合ったりまとめたりしてい

る。

57.0 72.2

68.8

25.6

98

理科の授業で、テレビや電子黒板など

を使って、実験や観察のようすや自然

のいろいろなようすなどについて、写真

や映像などを見ることがある。

64.7

61.9 67.4 57.8

13.5 5052.5 57.4 45.9

55 国語 63.0 65.0

59.4

7.2

100
理科の授業で、グループで話し合いや

教え合いをしている。 53.8

55.8 56.2 38.1

30.171.4 61.1 47.7

57 数学（算数） 53.5 64.3

77.8

26.2

56 社会 64.6

64.5 69.4 62.9

14.855.3 62.1 53.6

59 音楽 66.3 68.3

68.4

5.4

58 理科 59.9

74.0 74.3 79.3

5.169.1 68.2 60.3

61 保健体育 74.2 69.2

65.4

-10.1

60 図画工作・美術 65.7

63.0 71.3 62.8

12.061.1 67.9 57.9

63 家庭 67.1 71.4

69.9

8.6

62 技術 64.2

58.1 66.4 60.0

55.467.5 50.4 27.3

65 総合的な学習の時間・生活 61.9 62.8

82.7

2.8

64 英語 57.0

67.5 73.6 67.5

-5.353.2 61.5 56.8

67 学級活動 71.6 77.4

51.5

9.9

66 道徳 55.7

68.0 56.0 43.0

27.274.3 67.2 54.0

69 社会 63.8 88.3

81.2

45.3

68 国語 69.1

57.4 57.0 45.1

48.166.4 55.8 32.7

71 理科 58.5 74.1

80.8

29.0

70 数学（算数） 58.9

70.8 72.1 66.5

16.670.9 69.4 58.6

73 図画工作・美術 69.9 70.3

75.2

3.8

72 音楽 68.4

3.479.2 74.7 72.275.674 保健体育 75.5
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A

層

B

層

C

層

D

層

Ａ
l

Ｄ

層

の

差

差

の

大

き

い

質

問

の

順

位

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

教科について

教科の理解度

質
問

番

号

　　　　　　カテゴリー

　
　　　　　　上段：視点

　　　　　　中段：要素

　　　　　　下段：小要素

質問内容
札
幌

市

札幌市学力層別

58.9 58.5 52.375 技術 59.7 69.2 16.9

71.7 43.6 20.6

20.068.3 69.4 55.6

77 英語 57.3 93.2

75.6

72.6

76 家庭 67.2
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ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く勉強する
その他

無回答

要素 学習時間

小要素 平日

A層 7.5 6.8 18.8 19.5 25.2 13.2 9.0 0.0
B層 9.8 12.5 15.8 17.7 19.6 10.9 13.6 0.0
C層 12.8 13.2 17.4 17.7 22.3 9.8 6.8 0.0
D層 24.1 12.4 18.4 13.9 13.9 8.6 8.6 0.0

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く勉強する
その他

無回答

要素 学習時間

小要素 休日

A層 13.5 7.9 15.0 16.5 19.9 8.6 18.4 0.0
B層 16.2 10.9 17.0 13.6 18.5 9.8 14.0 0.0
C層 21.9 14.0 14.7 15.5 18.9 8.7 6.4 0.0
D層 27.4 18.0 17.3 11.7 13.9 6.0 5.6 0.0

０冊 1、2冊 3、4冊 5、6冊 7、8冊 9、10冊 11冊以上
その他

無回答

要素 読書冊数

小要素

A層 8.6 41.7 21.4 11.3 5.3 1.9 9.8 0.0
B層 10.2 50.6 14.7 8.3 6.4 2.6 7.2 0.0
C層 13.2 48.7 19.6 6.8 4.9 1.5 5.3 0.0
D層 19.5 38.3 18.4 9.0 3.8 1.5 9.4 0.0

ほとんど見ない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く見る
その他

無回答

要素 テレビを見る時間

小要素 平日

A層 10.9 13.9 17.3 18.4 19.2 7.1 13.2 0.0
B層 14.0 7.9 19.2 14.7 15.8 12.1 16.2 0.0
C層 6.4 4.2 18.5 14.3 24.2 9.8 22.3 0.4
D層 4.9 7.9 14.3 10.5 20.7 9.4 32.3 0.0

ほとんど見ない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長く見る
その他

無回答

要素 テレビを見る時間

小要素 休日

A層 7.5 3.0 10.9 9.8 21.8 11.7 35.3 0.0
B層 7.2 5.7 12.5 8.3 15.8 14.7 35.8 0.0
C層 5.7 3.0 5.7 7.5 24.5 14.0 39.2 0.4
D層 7.1 3.4 10.2 7.5 17.7 9.8 44.4 0.0

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい
3時間より長くゲームを

する

その他

無回答

要素 ゲームをする時間

小要素 平日

A層 38.0 18.0 16.9 11.7 5.6 3.8 6.0 0.0
B層 31.3 10.9 20.4 11.3 11.3 3.0 11.7 0.0
C層 30.2 8.3 15.1 10.9 15.5 3.0 17.0 0.0
D層 19.9 12.0 13.9 10.2 12.4 7.5 24.1 0.0

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい
3時間より長くゲームを

する

その他

無回答

要素 ゲームをする時間

小要素 休日

A層 30.8 12.8 12.0 4.9 20.3 4.1 14.7 0.4
B層 26.0 10.2 13.2 7.9 12.5 6.8 23.4 0.0
C層 23.0 6.8 13.2 10.2 12.5 7.5 26.8 0.0
D層 19.2 7.1 8.6 7.9 12.4 8.3 36.5 0.0

高校まで
専門学校・各種

学校まで
短期大学まで 四年制大学まで 大学院まで その他

その他

無回答

要素 進路意識

小要素

A層 1.5 11.7 7.5 58.6 18.4 2.3 0.0
B層 9.1 21.5 7.9 46.4 12.1 2.6 0.4
C層 17.4 30.9 10.2 26.0 8.3 6.8 0.4
D層 37.6 31.6 6.4 12.8 3.4 7.5 0.8

部活動に参加し、熱心に

活動している

部活動には参加してい

るが、あまり熱心には活

動していない

以前は参加していたが、

今は参加していない

今まで参加したことはな

い

その他

無回答

要素 部活動

小要素

A層 62.0 14.7 4.9 18.4 0.0
B層 54.3 21.1 9.1 14.7 0.8
C層 54.3 17.0 9.8 18.9 0.0
D層 39.8 22.6 17.7 19.5 0.4

0.3

4.9 0.4

札幌市 52.5 18.8 10.3 18.0

札幌市 16.4 23.9 8.0 35.9 10.5

0.0

札幌市 24.7 9.2 11.7 7.7 14.5 6.7 25.4 0.1

38.7 0.1

札幌市 29.8 12.3 16.5 11.0 11.3 4.4 14.7

9.6 21.1 0.1

札幌市 6.9 3.8 9.9 8.3 19.9 12.5

札幌市 9.0 8.5 17.3 14.6 19.9

0.0

札幌市 13.0 44.7 18.5 8.8 5.1 1.9 8.0 0.0

9.5 0.0

札幌市 19.8 12.7 16.0 14.3 17.9 8.3 11.1

13.6 11.2 17.7 17.2 20.2 10.6

質問

番号
質問内容 母集団

136

あなたは現在、部活動に参加しています
か。下の１～４から一つ選びなさい。

札
幌
市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

137

あなたは将来、どの学校まで進みたいで
すか。下の１～６から一つ選びなさい。

札
幌
市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

84

あなたは、土曜日や日曜日など、学校が
休みの日に、１日にどれくらいゲームをし

ますか。

札
幌

市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

83

あなたは、学校の授業がある月曜日から
金曜日に、１日にどれくらいゲームをしま
すか。

札
幌
市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

80

あなたは、土曜日や日曜日など、学校が
休みの日に、１日にどれくらいテレビを見
ますか。

札
幌
市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

79

あなたは、学校の授業がある月曜日から
金曜日に、１日にどれくらいテレビを見ま

すか。

札
幌

市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

78

あなたは、この１か月の間に本を何冊くら
い読みましたか。（教科書や参考書、マン
ガは数にいれません。）

札
幌
市

選択肢別回答割合（％）

質問

番号
質問内容 母集団

82

あなたは、土曜日や日曜日など、学校が

休みの日に、１日にどれくらい勉強してい
ますか。（じゅくで勉強している時間や、家
庭教師の先生にみてもらっている時間も
ふくみます。）

札
幌
市

選択肢別回答割合（％）

選択肢別回答割合（％）
質問

番号
質問内容 母集団

81

あなたは、学校の授業がある月曜日から
金曜日に、学校の授業以外で１日にどれく

らい勉強していますか？（じゅくで勉強して
いる時間や、家庭教師の先生にみても
らっている時間もふくみます。）

札

幌
市

札幌市
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④札幌市全体の共通指標に基づく質問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

選択肢別回答

割合（％）
当てはまる

どちらかと言えば、

当てはまる

どちらかと言えば、

当てはまらない
当てはまらない

その他

無回答

要素 追加質問 全体 46 11.6 34.3 39.9 13.9 0.3

小要素 A層 56.4 14.3 42.1 34.2 9.4 0

B層 45.8 10.9 34.7 38.5 15.5 0.4

C層 46.4 12.5 34 41.9 11.7 0

D層 35.2 8.6 26.3 45.1 19.2 0.8

A-D層 21.2

要素 追加質問 全体 54.4 16.5 37.8 34.9 10.6 0.2

小要素 A層 76.3 28.2 48.1 22.2 1.5 0

B層 56.1 18.5 37.4 32.8 10.9 0.4

C層 48.3 12.8 35.5 39.6 12.1 0

D層 37 6.8 30.1 44.7 18 0.4

A-D層 39.3

要素 追加質問 全体 61.6 27.6 33.8 25.5 12.9 0.2

小要素 A層 75.2 42.5 32.7 20.7 4.1 0

B層 63.3 26.4 36.6 24.9 11.7 0.4

C層 60.4 23.8 36.6 24.9 14.7 0

D層 47.2 17.7 29.3 31.6 21.1 0.4

A-D層 28

要素 追加質問 全体 59 18.4 40.4 30 10.9 0.3

小要素 A層 76.2 27.1 48.9 18.8 4.9 0.4

B層 59.1 18.5 40.4 32.1 8.7 0.4

C層 61.1 16.6 44.5 31.3 7.5 0

D層 39.6 11.7 27.8 38 22.2 0.4

A-D層 36.6

要素 追加質問 全体 58.7 23.9 34.7 28.1 13.1 0.3

小要素 A層 72.2 34.2 38 21.8 6 0

B層 58.3 22.3 35.8 29.1 12.5 0.4

C層 58.5 23 35.5 28.3 13.2 0

D層 45.8 15.8 29.7 33.1 20.7 0.8

A-D層 26.4

要素 追加質問 全体 71.9 26.7 44.9 21.5 6.5 0.4

小要素 A層 84.6 43.2 41.4 13.9 1.5 0

B層 76 26 49.4 18.9 4.9 0.8

C層 68.7 22.3 46.4 24.9 6.4 0

D層 58 15.4 42.1 28.6 13.2 0.8

A-D層 26.6

要素 追加質問 全体 28.2 9.7 18.4 43.1 28.5 0.3

小要素 A層 36.6 14.3 22.2 43.2 19.9 0.4

B層 30.7 10.2 20.4 41.9 27.2 0.4

C層 25.3 8.7 16.6 44.2 30.6 0

D層 20 5.6 14.3 43.6 36.1 0.4

A-D層 16.6

要素 追加質問 全体 55.8 17.6 38.1 33.2 10.9 0.3

小要素 A層 75.9 30.1 45.9 20.7 3.4 0

B層 62.4 18.1 43.8 27.5 9.8 0.8

C層 50.6 15.1 35.5 39.6 9.8 0

D層 34.3 7.1 27.1 45.1 20.3 0.4

A-D層 41.6

要素 追加質問 全体 57.4 20 37.3 30.5 11.9 0.2

小要素 A層 70.7 27.8 42.9 22.9 6.4 0

B層 59.1 23.4 35.5 30.2 10.6 0.4

C層 59.6 18.1 41.5 30.9 9.4 0

D層 40 10.9 28.9 38.3 21.4 0.4

A-D層 30.7

要素 追加質問 全体 33.1 12.8 20.1 35.8 30.8 0.5

小要素 A層 46.4 19.9 26.3 35.3 18 0.4

B層 34.8 14 20.8 38.1 26.8 0.4

C層 29.2 7.5 21.5 35.5 35.1 0.4

D層 21.2 9 12 34.6 43.6 0.8

A-D層 25.2

要素 追加質問 全体 78.2 37.9 40.1 16.4 5.4 0.3

小要素 A層 85.7 51.5 34.2 13.5 0.8 0

B層 81.4 36.2 44.9 13.2 5.3 0.4

C層 81.1 38.9 41.9 15.5 3.4 0.4

D層 64.5 25.2 39.1 23.3 12 0.4

A-D層 21.2

140

139

質問

番号
質問内容

138

勉強していて、おもしろい、楽しいと思うことがよくある。

授業中、自分で疑問やめあてをもって学習に取り組もうとしている。

分からないことは、自分で調べてはっきりさせようとしてる。

母集団
肯定群

回答割合（％）

143

勉強で同じ間違いをくり返さないように気をつけている。

142

今の自分にとって、どのように勉強するのがよいか分かっている。

141

意見の違う人とも、よく話し合おうとしている。

146

意見を発言する前に、自分の考えがうまく伝わるように、話の内容や順

序を考えている。

145

意見を書くときには、その理由をはっきりさせて書くようにしている。

144

普段から、計画を立てて勉強している。

148

授業中、友達や先生の説明、意見を終わりまで聞いている。

147

授業中、自分の意見を進んで発言している。
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当てはまる
どちらかと言えば、

当てはまる

どちらかと言えば、

当てはまらない
当てはまらない

その他

無回答

肯定群

回答割合（％）

選択肢別回答割合（％）質問

番号
質問内容 母集団

○札幌市全体の共通指標に基づく質問について 

・肯定的な回答の割合が多い質問は、「学校で好きな授業がある」（87.3％）となっている。 

・次に肯定的な回答が多い質問は、「習ったことや知っていることを使って、自分で考えることが大

事だと思う」（82.0％）、「授業中、友達や先生の説明、意見を終わりまで聞いている」（78.2％）、

「人の意見を聞いて、それを参考にして自分の考えを見直すことがよくある」（75.2％）であり、

既習事項等を生かしたりしながら主体的に考えたりすることや、他者から学ぶことが大切である

と認識している生徒が多いと推察される。 

・教科学力と相関が高くなっている質問は、「意見を書くときには、その理由をはっきりさせて書くようにし

ている。」（Ａ－Ｄ層の差が 41.6 ポイント）となっている。一人一人が根拠を明確にして自分の考

えや意見を書く活動を大切にすることが必要である。 

・また、「分からないことは、自分で調べてはっきりさせようとしている」についても教科学力との

相関が高くなっており（Ａ－Ｄ層の差が 39.3 ポイント）、学ぶ意欲を高め、主体的に課題を見い

だし、探究していくような指導の工夫が求められる。 

要素 追加質問 全体 75.2 30.6 44.5 18.2 6.5 0.2

小要素 A層 88.7 44 44.7 10.2 1.1 0

B層 78 31.3 46.4 15.1 6.8 0.4

C層 77.7 26.4 51.3 17 5.3 0

D層 56.2 20.3 35.7 30.8 12.8 0.4

A-D層 32.5

要素 追加質問 全体 82 41.4 40.3 12.8 5.2 0.4

小要素 A層 93.2 57.1 36.1 6 0.8 0

B層 82.6 43 39.2 13.2 4.2 0.4

C層 81.4 35.5 45.7 14 4.5 0.4

D層 70.5 29.3 40.6 18 11.3 0.8

A-D層 22.7

要素 追加質問 全体 87.3 67.4 19.7 6.9 5.8 0.2

小要素 A層 91.4 75.2 16.2 4.9 3.8 0

B層 87.9 67.9 19.6 7.2 4.9 0.4

C層 88.7 68.3 20.4 5.7 5.7 0

D層 81.1 57.9 22.9 9.8 9 0.4

A-D層 10.3

要素 追加質問 全体 68.6 30 38.4 23.4 7.9 0.3

小要素 A層 80.8 44.7 36.1 16.9 2.3 0

B層 72.7 31.7 40.8 20 7.2 0.4

C層 66.4 24.2 42.3 25.3 8.3 0

D層 54.2 19.2 34.6 31.6 13.9 0.8

A-D層 26.6

要素 追加質問 全体 58.7 28.3 30.3 23.4 17.9 0.2

小要素 A層 63.5 28.9 34.6 22.9 13.5 0

B層 61.4 28.7 32.5 23.4 15.1 0.4

C層 58.5 30.2 28.3 26.8 14.7 0

D層 51.3 25.2 25.9 20.7 27.8 0.4

A-D層 12.2

要素 追加質問 全体 51.8 28.4 23.3 27.2 21 0.2

小要素 A層 66.9 39.8 27.1 21.1 12 0

B層 58.7 31.3 27.2 22.3 18.9 0.4

C層 46 21.9 24.2 33.2 20.8 0

D層 35.5 20.7 14.7 32.3 32 0.4

A-D層 31.4

要素 追加質問 全体 78.8 50.4 28 13.6 7.5 0.5

小要素 A層 84.5 53 31.2 12 3.4 0.4

B層 80.7 48.3 32.1 12.5 6.8 0.4

C層 78.4 52.1 26 12.5 9.1 0.4

D層 71.2 48.1 22.6 17.7 10.9 0.8

A-D層 13.3

149

人の意見を聞いて、それを参考にして自分の考えを見直すことがよくあ

る。

152

授業中に分からないことがあったときに、友達や先生に聞くようにしてい

る。

151

学校で好きな授業がある。

150

習ったことや知っていることを使って、自分で考えることが大事だと思う。

155

札幌には、好きな場所やものがある。（自然、建物、イベント、歴史、文化

など）

154

外国の人と交流する機会をもちたいと思う。（話をしたり、一緒に何かの

活動をしたりするなど）

153

困ったとき、悩みがあるときは、人に相談するようにしている。
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⑥学習時間 テレビを見る時間 ゲームをする時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ほとんどしない 30分くらい 1時間くらい 1時間30分くらい 2時間くらい 2時間30分くらい 3時間より長い その他

無回答要素 学習時間 13.6 11.2 17.7 17.2 20.2 10.6 9.5 0.0

A層 7.5 6.8 18.8 19.5 25.2 13.2 9.0 0.0

B層 9.8 12.5 15.8 17.7 19.6 10.9 13.6 0.0

C層 12.8 13.2 17.4 17.7 22.3 9.8 6.8 0.0

D層 24.1 12.4 18.4 13.9 13.9 8.6 8.6 0.0

要素 学習時間 19.8 12.7 16.0 14.3 17.9 8.3 11.1 0.0

A層 13.5 7.9 15.0 16.5 19.9 8.6 18.4 0.0

B層 16.2 10.9 17.0 13.6 18.5 9.8 14.0 0.0

C層 21.9 14.0 14.7 15.5 18.9 8.7 6.4 0.0

D層 27.4 18.0 17.3 11.7 13.9 6.0 5.6 0.0

要素 テレビを見る時間 9.0 8.5 17.3 14.6 19.9 9.6 21.1 0.1

A層 10.9 13.9 17.3 18.4 19.2 7.1 13.2 0.0

B層 14.0 7.9 19.2 14.7 15.8 12.1 16.2 0.0

C層 6.4 4.2 18.5 14.3 24.2 9.8 22.3 0.4

D層 4.9 7.9 14.3 10.5 20.7 9.4 32.3 0.0

要素 テレビを見る時間 6.9 3.8 9.9 8.3 19.9 12.5 38.7 0.1

A層 7.5 3.0 10.9 9.8 21.8 11.7 35.3 0.0

B層 7.2 5.7 12.5 8.3 15.8 14.7 35.8 0.0

C層 5.7 3.0 5.7 7.5 24.5 14.0 39.2 0.4

D層 7.1 3.4 10.2 7.5 17.7 9.8 44.4 0.0

要素 ゲームをする時間 29.8 12.3 16.5 11.0 11.3 4.4 14.7 0.0

A層 38.0 18.0 16.9 11.7 5.6 3.8 6.0 0.0

B層 31.3 10.9 20.4 11.3 11.3 3.0 11.7 0.0

C層 30.2 8.3 15.1 10.9 15.5 3.0 17.0 0.0

D層 19.9 12.0 13.9 10.2 12.4 7.5 24.1 0.0

要素 ゲームをする時間 24.7 9.2 11.7 7.7 14.5 6.7 25.4 0.1

A層 30.8 12.8 12.0 4.9 20.3 4.1 14.7 0.4

B層 26.0 10.2 13.2 7.9 12.5 6.8 23.4 0.0

C層 23.0 6.8 13.2 10.2 12.5 7.5 26.8 0.0

D層 19.2 7.1 8.6 7.9 12.4 8.3 36.5 0.0

84 札幌市

あなたは，土曜日や日曜日など，学校が休み

の日に，１日にどれくらいゲームをしますか。

札

幌

市

83 札幌市

あなたは，学校の授業がある月曜日から金曜

日に，１日にどれくらいゲームをしますか。

札

幌

市

80 札幌市

あなたは，土曜日や日曜日など，学校が休み

の日に，１日にどれくらいテレビを見ますか。

札

幌

市

79 札幌市

あなたは，学校の授業がある月曜日から金曜

日に，１日にどれくらいテレビを見ますか。

札

幌

市

82 札幌市

あなたは，土曜日や日曜日など，学校が休み

の日に，１日にどれくらい勉強していますか。

（じゅくで勉強している時間や，家庭教師の先生

にみてもらっている時間もふくみます。）

札

幌

市

札幌市

選択肢別回答割合（％）

81

あなたは，学校の授業がある月曜日から金曜

日に，学校の授業以外で１日にどれくらい勉強

していますか？（じゅくで勉強している時間や，

家庭教師の先生にみてもらっている時間もふく

みます。）

札

幌

市

質問

番号
質問内容 母集団

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

学習時間(平日)

学習時間(休日)

テレビを見る時間(平日)

テレビを見る時間(休日)

ゲームをする時間(平日)

ゲームをする時間(休日)

ほとんどしない

30分くらい

1時間くらい

1時間30分くらい

2時間くらい

2時間30分くらい

3時間より長い

○学習時間 テレビを見る時間 ゲームをする時間 

・学校の授業以外に勉強をする時間については、「ほとんどしない」「30 分ぐらい」を合わせると、

平日で 24.８％、休日で 32.5％となっており、学習習慣づくりの大切さなどについて、学校から積

極的に、子ども、保護者に対して啓発することが求められる。 

・教科学力とテレビを見る時間との関係を見ると、教科学力が高いＡ層において、平日にテレビを見

る時間が２時間以内となっている生徒が多い傾向がある。（２時間以内の生徒の割合は、Ａ層：

79.7％、Ｄ層：58.3％） 

・教科学力とゲームをする時間との関係を見ると、平日、休日ともに、教科学力が高いＡ層において、

ゲームをする時間が、ほとんどないか、30 分～1 時間程度の生徒の割合が高い傾向がある。（１時

間程度以内の生徒の割合は、平日でＡ層：72.9％、Ｄ層：45.8％） 
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［参考］教科の好き嫌いと理解度についての肯定的回答割合 

教科 好き 理解度 

国語 63.0  69.1  

社会 64.6  63.8  

数学 53.5  58.9  

理科 59.9  58.5  

音楽 66.3  68.4  

美術 65.7  69.9  

保健体育 74.2  75.5  

技術 64.2  59.7  

家庭 67.1  67.2  

英語 57.0  57.3  

総合的な学習の時間 61.9    

道徳 55.7    

学級活動 71.6    

 


